
ＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫ
ＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫ
ＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫ
ＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫ
ＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫ
ＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫ
ＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫ
ＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫ
ＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫ
ＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫ
ＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫ
ＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫ
ＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫ
ＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫ
ＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫ
ＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫ
ＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫ
ＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫＵＳＡＡＫ

Ｎｏ.２８Ｎｏ.２８

2017.12.202017.12.20

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

会 員 の 広 場会 員 の 広 場 目次 ………………… 33 く さ の 会 の 館く さ の 会 の 館 目次 ………………… 50

　大学院理学研究科・理学部 教員一覧 ………………………………………　28

　大学院理学研究科 修士論文・博士論文 題目一覧 ……………………　30

　理学部卒業者および大学院理学研究科修了者進路 ……………………　29

　大学院理学研究科・理学部 人事異動 ………………………………………　27

　理学部卒業者・大学院理学研究科修了者 一覧 …………………………　〃

理学部オープンキャンパス理学部オープンキャンパス……………………………………………………………　57

2017年度入学者ガイダンス2017年度入学者ガイダンス……………………………………………………………　60

2016年度卒業・修了祝賀会2016年度卒業・修了祝賀会……………………………………………………………　62

理学研究科･理学部の庭理学研究科･理学部の庭

理学研究科長 兼 理学部長から理学研究科長 兼 理学部長から …………………………………… 鍔木　基成　10

副理学研究科長 兼 副理学部長から副理学研究科長 兼 副理学部長から

　表六甲の風景 …………………………………………………………… 福山　克司　12

理学研究科専攻長 兼 理学部学科長から理学研究科専攻長 兼 理学部学科長から

　数学専攻・数学科 …………………………………………………… 佐藤　　進　13

　物理学専攻・物理学科 ……………………………………………… 菅原　　仁　14

　化学専攻・化学科 …………………………………………………… 小堀　康博　15

　生物学専攻・生物学科 ……………………………………………… 鎌田　真司　16

　惑星学専攻・惑星学科 ……………………………………………… 林　　祥介　17

研究への取り組み研究への取り組み

　神戸大学 学長表彰 受賞記念会………………………………… 原　　俊雄　18

　“物体内部を透視する眼”に関する研究 ………………… 木村建次郎　21

　日本味と匂学会学会賞受賞につけて思うこと…………… 尾崎まみこ　20

　トピックス …………………………………………………………………………………　23

Kobe obe University niversity Science cience Alumni lumni Associationssociation

神戸大学理学部同窓会神戸大学理学部同窓会

第12回ホームカミングデイ開かる第12回ホームカミングデイ開かる

第３回「武田　廣学長を囲む懇談会」を開催第３回「武田　廣学長を囲む懇談会」を開催 …………………………… 　4

国立大学法人８大学理学部長会議について国立大学法人８大学理学部長会議について ………………… 鍔木　基成　 2

理学部サイエンスセミナー理学部サイエンスセミナー ……………………………………………………………　26

理系志望の女子高校生向けオープンキャンパス理系志望の女子高校生向けオープンキャンパス……………………………　24

理学研究科・理学部の動き理学研究科・理学部の動き

理学系OB・OGによる合同会社説明会理学系OB・OGによる合同会社説明会 ……………………………………………　58

　副研究科長としての雑感 ………………………………………… 荒川　政彦　11

　式典､ランチ・パーティー､理学部企画 ………………………………………　 6

六甲高山植物園（鈴木 肇：生物 10 期）

　国際研究集会の開催 ………………………………………………… 吉岡　康太　19



理　学　研　究　科　・　理　学　部　の　庭理　学　研　究　科　・　理　学　部　の　庭

－　２　－

国 立 大 学 法 人 ８ 大 学 理 学 部 長 会 議 に つ い て
つばき　 　もとなり　

理学研究科長 兼 理学部長　 理学研究科長 兼 理学部長　 鍔木　基成 鍔木　基成 

　会議の当番校は千葉大学以外の７大学の順番制で

あり、昨年度は奈良女子大学が当番であり｢奈良ホ

テル｣を会場として行った。来年度は新潟大学で開

催することが決まっている。そのため、次年度当番

校は通常、次年度の会議の運営を円滑に進行させる

ため、複数の事務員を会議に陪席者として派遣して

くることになっている。

　会議の会場としては、神戸大学六甲台本館貴賓室

を主会場とした。この六甲台本館貴賓室というのは、

非常に雰囲気の良い格式の高い部屋であり、いろい

ろな日本映画の場面撮影において使用されている部

屋である。最近では「日本のいちばん長い日」(2015 

年 ) での冒頭の重要なシーンに出てくる。また部屋

のすぐ前の階段も同じく重要シーンで出てくる。

　前もって六甲台本館の貴賓室を管理している経済

学研究科より会議室として使用することを快諾して

いただいた。その際に、貴賓室の隣接の部屋が教授

会を開催するための会議室となっており、その部屋

も会議の際に昼食を取るための部屋として借り受け

る事ができた。

　会議において最も重要なのは具体的に何を議題と

して話合うかということであるが、議題には大きく

分けて２種類ある。｢協議事項｣というものと｢照合事

項｣というものである。協議事項というのは会議で

の主要議題であり、相当の時間を費やして議論する

ことになっている。

　一方、照合事項というのは、そこまでの重要事項

ではないため、ひょっとしたら十分な会議時間をと

ることができないような議題について、資料を前

もって集めておき、それらを見ただけでもある程度

はわかるようにしておく議題である。

　平成 29(2017) 年５月 19 日（金）に第 78 回国立

大学法人８大学理学部長会議が神戸大学理学部を当

番校として開催された。（学部長会議に先立ち、前

日の５月 18 日（木）には国立大学法人８大学理学

部事務長会議が開催されている。）

　８大学理学部長会議というのは、旧帝国大学以外

の旧官立大学由来の総合大学である、千葉大学、新

潟大学、金沢大学、神戸大学、岡山大学、熊本大学、

の合わせて６大学に旧女子高等師範学校に由来する

お茶の水女子大学、奈良女子大学の２大学を加えた

８大学の理学部長が集まって、国立大学理学部にお

ける共通の問題点、あるいは提言などを話合うとい

うものである。

　もっとも、皆様もご存じの様に金沢大学にはもは

や理学部は存在せず、理工学域というのが理工学部

に相当する組織として存在し、一方、大学院として

は自然科学研究科 ( 神戸大学の理学研究科と工学研

究科とを一緒にしたような組織 ) というのが存在す

るので、金沢大学の自然科学研究科長に理学部長会

議には出席していただいている。  〔蛇足ながら、 こ

の｢８大学理学部長会議｣の上にランクする会議とし

て｢10 大学理学部長会議｣というのがあり、この会

議のメンバーは旧帝国大学の７大学に加えて、高等

師範学校に由来する広島大学、筑波大学、そして、

旧工業専門大学である東京工業大学の 3 大学を合わ

せて 10 大学の理学部が属している。一方、｢８大学

理学部長会議｣の下の序列にランクする会議として｢

15 大学理学部長会議｣というのも存在する。このあ

たり、文部科学省の意向にそった国立大学法人のラ

ンク付けが厳として存在することの証として、非常

に興味深いものがある。〕
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　これらの議題を前もって決定しておき、各参加大

学には前もって準備をしておいていただいた。会議

での議長の選出については、慣例により当番校であ

る神戸大学が行うことで了承され、私の議長役で会

議を進めた。また、全体の進行は荒川政彦先生の司

会で行った。

　今回の会議の協議事項は下記の様であった。

１．

２．

　これらの協議を午前中で終了し、昼食を隣の会議

室にてとった後、六甲台講堂、図書館、を中心とし

たキャンパス内散策を福山克司先生の案内のもとで

行い、記念撮影を行った。

　午後の会議では、ケーキとお茶の時間を挟んで、

承合事項についての議事を行った。詳細は省略する

が、以下、議題のみ記載しておくことにする。

１.

２．

３．

４． 

福山副理学研究科長（後列中央）、荒川副理学研究科長（後列右から 2人目）
斎藤副学長（前列左から 2人目）、鍔木理学研究科長（前列中央）

　これらの議事を午後３時頃には全て終了し、その

後、タクシーに分乗して、神戸市内・メリケンパー

クへ向かった。到着後、海洋博物館の見学、周辺公

園の散策、そして神戸ベイクルーズの船により 40

分ほどの神戸港遊覧を楽しんでいただいた。下船後

は 15 分ほど神戸旧居留地を散策していただき、懇

親会会場の「オリエンタルホテル」に向かって再び

福山先生に案内していただいた。当日は天気も良く、

参加者の皆様には十二分に楽しんでいただけたもの

と思う。

　「オリエンタルホテル」での懇親会には武田廣学

長にも出席していただき、歓迎の挨拶をしていただ

いた。武田学長は以前、神戸大学理学部長の任期の

際には８大学理学部長会議に参加されており、また、

ここ神戸大学で当会議を主宰されたこともあり、ま

た、研究領域の近い方が理学部長として参加されて

いたこともあり、テーブルでの会話が非常に弾んだ

ようである。

　今回の８大学理学部長会議は、神戸大学と非常に

似たような状況にある各国立大学法人の理学領域に

おいて、運営交付金が毎年削減され続けているとい

う困難な状況の下で、文部科学省等から要求され続

けている「機能強化」の現状について認識し、それ

ぞれの大学・部局がどのように克服し改革を進めて

いるのかについて情報交換をする上で非常に有意義

な会議であったと思う。

　さらに、会議参加者には神戸大学のキャンパスと

神戸市内の散策を楽しんでいただく事ができ、神戸

大学の存在感を全国にアピールする上でも非常に有

効な機会であったと思う。最後ではありますが、今

回の８大学理学部長会議の開催準備、会議の進行、

懇親会、会議後の片付け、等、ありとあらゆる場面

において、理学研究科事務、特に総務係の方々には

非常にお世話になりました。あらためて理学研究科

執行部を代表して、お礼を申し上げます。

機能強化の現状について【神戸大学、提案】　

提案大学の神戸大学から議題の提案趣旨につい

て説明の後、各大学より組織再編、ガバナンス

強化、予算面、人事面の現状について報告があっ

た。続いて、各大学の機能強化の現状について

種々意見交換を行った。

教員削減や人事管理の強化について【熊本大学、

提案】　提案大学の熊本大学から議題の提案趣

旨について説明の後、各大学より教員削減やポ

イント制の導入、人事の凍結など人事管理の状

況等について報告があった。続いて、各大学の

人事方針について種々意見交換を行った。

高大接続改革の大学入学者選抜改革について

【熊本大学、提案】

大学から配分される教員研究費および学生経費

について【お茶の水女子大学、提案】

若手研究者の育成（特に博士後期課程の充足や

テニュアトラックの施行）について【神戸大学、

提案】

グローバル化の現状について【神戸大学、提案】
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第　３　回 「 武 田 　廣 学 長 を 囲 む 懇 談 会 」 を 開 催

　２年間の経験から準備の流れはスムーズに進みま

した。６月に各学部の同窓会と連絡をとり、「懇談会」

への参加協力をお願いする文書を発送し、参加を呼

びかけました。一方、くさの会では松田会長、事務

局の林さん、奥村さんをはじめ実行委員の皆様方の

協力を得て会場設営の準備を進めました。

　今年 9月 23 日（祝）に武田廣学長、内田一徳理事・

副学長、水島俊英秘書室長をお迎えし、「第３回武

田廣学長を囲む懇談会」を開催しました。

　第１部は今年も百年記念館内の神大会館六甲ホー

ルで学長の講演会です。藤森くさの会副会長（数学

22 期）の司会のもと、「神戸大学の近況～見えてき

た『文理融合』～」の演題で大学の近況を「文理融合」

を中心に熱く語られました。特に、文理融合その１

で現実にベンチャー企業が立ち上がるなどの成果が

でていること、その２、その３で今年度中に発足予

定のベンチャー企業、これから発足に向かっている

ベンチャー企業などを具体的に語られ、出席者から

の質問にもわかり易く丁寧に答えておられました。

　第２部へ移動する折に百年記念館中央広場の階段

で、眼下に神戸を望み参加者全員（76 名）で当紙

面に掲載の写真撮影をしました。

１．学長講演会（神大会館六甲ホール）

　　　演題「神戸大学の近況

　　　　　　　　　～見えてきた『文理融合』～」

　　 〔集合写真撮影〕　　　　   

２．懇談会（Ｚ棟２階多目的室）

　　はじめの挨拶　学友会会長　　原　　俊雄

　　　　　　　　　　     　　 （くさの会副会長）

　　学長挨拶

　　目録贈呈

　　乾杯　　　　　学友会相談役　新野幸次郎氏

　　　　　　　　　　　　　　（一社凌霜会相談役）

　　会食・懇談

　　副学長挨拶　　理事・副学長　内田　一徳氏

　　おわりの挨拶　学友会幹事長　中村　直彦氏

　　　　　　　　　　　　　　　　　（六篠会会長）

　　お礼の言葉　　実行委員長　　山崎日出男

　　       〔総合司会：くさの会　藤森　陽子〕

プログラム

14:15 ～ 15:30

16:00 ～ 18:00

「武田廣学長を囲む懇談会」に参加された皆さん

武田廣学長

　武田学長３年目、５月

のくさの会理事会で今年

度も引き続き「武田廣学

長を囲む懇談会」を９月

に開催する方針を決めま

した。ここに、学友会の

共催のお話も進めてお

り、学友会理事会での承

認を得た後、来年は学友

会共催で開催することに

なります。
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　武田学長も各テーブルをまわられ和やかに談笑さ

れたり、ご一緒に写真におさまっておられたりして

いるうちに瞬く間に時間が過ぎ、なごりを惜しみな

がらも会はお開きとなりました。

　今年も参加された方々からは開催に際し、感謝の

お言葉を頂戴いたしました。

　今回も 76 名（内くさの会 19 名）の多くの方々の

ご参加をいただき、123 名の方々並びに２団体から

のご協力に感謝し、お礼を申し上げ「第３回武田廣

学長を囲む懇談会」のご報告とさせていただきます。

　誠にありがとうございました。来年度もよろしく

お願いいたします。　　（実行委員長　山崎 日出男) 

　第２部は理学部Ｚ棟２階の多

目的室で「武田廣学長を囲む懇

談会」が藤森さんの司会で始ま

り、昨年同様に松田会長が工夫

された座席配置もあって、和や

かにお話の輪が広がっていまし

た。今年は乾杯の際、原学友会

会長（くさの会副会長､修物 11

期）より、農学部と白鶴酒造が

共同で仕込んだ「神のまにまに」

　

挨拶される原学友会会長 挨拶される武田学長

司会の藤森さん

後列左より：兵頭さん、梅本さん、藤谷さん、瓜谷さん、原田さん、山崎さん、
　　　　　　樽磨さん、林さん、奥村さん、竹田さん
前列左より：高木さん、武田学長、林さん、松田会長 お礼の挨拶

（今年 10 月発売）が試飲用として用意され、新野幸

次郎学友会相談役の発声で乾杯されました。

中村学友会幹事長のおわりの挨拶

左端：西元さん　右端：原さん 大町さんご家族、武田学長

中央：高木さん　右端：木戸さん目録贈呈

乾杯の挨拶をされる新野学友会相談役

左より：武田学長、鍔木研究科長、
荒川・福山副研究科長、水島秘書室長

挨拶される内田副学長
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第 12 回神戸大学ホームカミングデイ開かる

　最後に、神戸グローバルチャレンジプログラムに

参加した学生が海外での活動体験をスライドを交え

て報告されました。

　式典は、内田広報・社会連携担当理事・副学長の

閉会の挨拶で幕を閉じました。

　正午過ぎから会場をアカデミア館１階の BELBOX

に移し、朝山くみアナウンサーの司会でランチ・パー

ティーが始まりました。初めに、中村学友会幹事長

の音頭で乾杯、歓談に移りました。短い時間でした

が、会場は大いに盛り上がりました。

　最後に、応援団総部吹奏楽部の演奏のもと、アメ

リカンフットボール部レイバンズチアによる元気な

パフォーマンスが披露され、お開きとなりました。

記　念　式　典

　神戸大学の第 12 回ホームカミングデイは 10 月

28 日、神戸大学各キャンパスで開催されました。

断続的な雨が降る生憎の空模様でしたが、卒業生、

在学生、教職員など約 2,500 人が参加し、大いに交

流を深めました。

　武田廣学長は冒頭の挨拶で、国立大学を取り巻く

環境は依然として厳しい状況であるが、学長就任時

に掲げた神戸大学ビジョン「先端研究・文理融合研

究で輝く卓越研究大学へ」の実現に向け、神戸大学

の特徴・強みを活かしながら様々な改革を通して、

世界トップレベルの大学を目指すと述べました。

朝山アナウンサー

武田廣学長

ランチ ・パーティー

アメリカンフットボール部レイバンズによる演技の一コマ

乾杯される中村学友会幹事長

　記念式典は午前 10 時

半から出光佐三記念六甲

台講堂でフリーアナウン

サーの朝山くみさん 

(1999 年経済学部卒 ) の

司会で開催されました。

　次に、原俊雄学友会会

長が卒業生を代表して、

母校支援のため卒業生の

結集に向けての取組を紹

介し、母校をより積極的

に支援していきたいとの

決意を述べられました。

　引き続き、関西エア

ポート株式会社代表取締

役社長･CEO 山谷佳之氏

（1980 年農学部卒）が「関

西空港から神戸をのぞむ

毎日」と題して講演され

ました。

　次に活躍する課外活動

団体の紹介として､昨年､

学長表彰を受けた放送委

員会がＮＨＫ全国大学放

送コンテストで１位を受

賞した映像作品が上映さ

れました。　
応援団総部吹奏楽部による学歌演奏の一コマ

原俊雄学友会会長

山谷佳之社長
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　ホームカミングデイの理学研究科・理学部の企画

行事は、午後１時 30 分から理学部Ｚ棟 201・202 多

目的室で尾崎広報委員長の司会、鍔木理学研究科長

の挨拶で始まりました。

　続いて、当多目的室を会場にして第８回サイエン

スフロンティア研究発表会が開かれ、その後、化学

科同窓会総会、講演会へと続き、夕方から卒業生、

教職員、ポスター発表された大学院生を交えた懇親

会に移りました。

　元化学専攻・瀬恒潤一郎名誉教授による「生命を

支える色素分子ヘム―機能分子開発の道標」と題し

て講演会が開催されました。

　理学研究科・理学部企画の第８回サイエンスフロ

ンティア研究発表会は 36 名の大学院生がポスター

発表をされました。卒業生をはじめとする参加者は

先端研究の説明に熱心に耳を傾け、質疑応答も大変

活発に行われていました。

　例年通り今年も参加者全員による投票を行い、各

専攻から１名ずつ鍔木理学研究科長から優秀発表賞 

(９頁､受賞者：斜線表示 ) が贈られました。

鍔木研究科長　　　福山副研究科長、齋藤副学長、藤原係長

理 学 研 究 科 ･ 理 学 部 企 画

サイエンスフロンティア研究発表会

講　演　会

ポスター発表をされた理学研究科の皆さん

　瀬恒先生は平成元年 4 月から平成 28 年 3 月まで

の 27 年間を神戸大学大学院理学研究科化学専攻に

てポルフィリン関連化合物の合成に関する研究を遂

行されてきました。 

　講演では、ヘムタンパク質の分子骨格であるポル

フィリンの紹介に始まり、ポルフィリンの構成要素

であるピロールが 44 個まで連なった巨大環サイズ

のポルフィリン誘導体（ポルフィリノイド）の合成

単離まで様々なポルフィリン関連化合物の合成や、

三次元籠型構造を持つ誘導体、アロステリック効果

などの超分子化学的特性の発現といった研究成果を

紹介していただきました。

優秀発表賞を受賞した皆さん
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懇 親 会

サイエンスフロンティア研究発表会
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一 覧 

の司会、松田

ロンティア研

たことが報告

広報委員長か

表された各専

から賞状と副

全員に参加賞

（修生８期、生

性の話が、学

からニュート

の報告があり

学研究科との

て話されまし

挨拶でお開き

、教員21名

前

後

前

前

前

後

の影響 

用 
への応用 

に関する

特性に関

けるゲスト

前

前

後

前

前

への応用－ 前

前

[優秀発表者

親   会

会長の乾杯の

研究発表会が大

告されました。

からサイエンス

専攻の優秀発表

副賞が贈呈され

賞を贈りました

生物20期）か

学友会会長の原

リノ実験グル

、同グループ

の横断グループ

した。 

になりました

、学生42名

年  次 

前期課程2年

〃 

〃 

〃 

後期課程1年

P

P

P

P

P

前期課程研究生

前期課程1年

〃 

〃 

前期課程2年

〃 

〃 

後期課程2年

P

P

P

P

P

P

P

P

前期課程1年

〃 

〃 

〃 

前期課程2年

〃 

〃 

〃 
〃 
 
〃 
 

後期課程2年

P

P

P

P

P

P

P

P

P

P

P

前期課程1年

〃 

〃 

前期課程2年

〃 

P

P

P

P

P

前期課程1年

〃 

〃 

〃 

前期課程2年

〃 

〃 

P

P

P

P

P

P

P

者：氏名を網か

会 
の挨

大学

 

スフ

表者

れま

た。 

から

原氏

ルー

プが

プで

た。

、 

 

P１

P２

P３

P４

P５

P６

P７

P８

P９

P10

P11

P12

P13

P14

P15

P16

P17

P18

P19

P20

P21

P22

 

P23

 

P24

P25

P26

P27

P28

P29

P30

P31

P32

P33

P34

P35

P36

かけ] 



 

 

 平

した

研究

先生

いた

を過

徐々

明

 最

イ

が、

法人

ので

の国

まま

とい

況に

 

国立

です

師、

を止

算

部局

連す

にお

 そ

イ

野

多数

人事

 

は明

究で

を構

で、

戦略

要な

 そ

す

す

ト

名

は実

てい

れば

平成 29 年４

た。任期は１

究科長として

生という有能

ただけるとい

過ごせるので

々に最初に思

し、現在もい

最も影響が大

ント制は昨年

、この４月１

人化以降、運

ですが）は毎

国立大学の財

までは、研究費

いった状況に

になっていま

この「そこに

立大学で一斉

す。この制度

、助教それぞ

止め、それぞ

して、その合

局･研究科よ

するセンター

おける教員の

その学域が十

ントを借りて

を伸ばすこと

数雇う事もで

事を可能にす

しかし、全て

明らかであり

で輝く卓越研

構築」を目指

、神戸大学と

略的に配分」

なはずですが

そのため、大

るポイントの

る事が要請さ

を供出しなけ

と講師１名ほ

実際には「グ

いますが) か

ば良いことに

理

̶ ポ

４月１日より理

１年間という

ての経験もあ

能な副研究科長

いうことで、

ではと気楽に構

思っていた程に

いろいろ苦慮

大きいのが、「

年度の 10 月に

１日より正式導

運営交付金（そ

毎年減額され続

財政状況の窮乏

費はおろか教

に陥る事が直

ます。 

にある危機」

斉に導入されて

度では、これま

ぞれについて定

ぞれの職階の平

合計ポイントで

りも大きな教

ーとを合わせた

の雇用を管理

十分な資金を持

て優秀な人材

ともできるし、

できる、と言

する仕組みとな

てがそんなに

ります。神戸大

研究大学」、「世

指しているこ

としては学長の

するためのポ

が、それが現在

大学を構成す

の内の５％を平

されています。

ければなりませ

ほどに相当しま

グループ」とい

から教授１名に

になりますが、

理 学 

ポイント制 

理学研究科長

ことで、これ

り、その上、

長に「助っ人

当初は「左う

構えておりま

には楽には過

しているとい

「ポイント制」

に試行導入さ

導入となりま

その圧倒的な

続け、この10

乏化が進行し

教員･職員の雇

ぐそこに迫っ

を乗り切るた

ているのがこ

まで教員の教

定員数を基に

平均人件費を

でもって各学

教員組織であ

た組織) に割

しようとする

持っていれば

を雇用して特

、教授のかわ

うことで、各

なることが期

うまく行くわ

大学は「先端研

世界最高水準

とを宣言して

の下に「重点

ポイントを集

在は全く無い

る各学域には

平成 32 年度

。理学域の場

せん。465 ポ

ますので、各

いう単位でポ

に相当するポ

、各専攻･グル

研 究 

制と若手比

長に就任いた

れまで４年間の

荒川先生、福

人」としてつい

うちわ」で１年

ました。しか

過ごせない事が

いう状況です。

」の導入です

されていたので

ました。国立大

な部分が人件費

0年あまりで全

しています。

雇用もままな

っているとい

ため、今、全国

この「ポイント

教授、准教授、

に管理していた

を元にポイン

学域 (これまで

り、各研究科

割り振り、各学

るシステムです

ば大学本部か

特定の教育研究

わりに若い助教

各学域での柔軟

期待されていま

わけでは無い

研究･文理融合

準の教育研究拠

ているわけです

点的に人的資源

集中させる事が

い。 

はそれぞれが保

度当初までに供

場合は465ポイ

ポイントは教授

各専攻 (理学域

ポイントを管理

ポイントを供出

ループでの年齢

科 長

比率 ̶ 
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しま

の副

福山

いて

年間

し、

が判

。 

す。ポ

です

大学

費な

全国

この

らぬ

う状

国の

ト制」

、講

たの

ト換

での

と関

学域

す。 

らポ

究分

教を

軟な

ます。 

こと

合研

拠点

すの

源を

が必

保有

供出

イン

授４

域で

理し

出す

齢構

成

の教

ある

なか

ント

いこ

 こ

員が

ルー

が担

育研

に新

埋め

望が

終的

ィー

ープ

です

そこ

の一

 理

域は

サイ

ター

ター

員が

ター

可能

がで

域

況が

 今

突き

中期

との

の内

点で

ので

にみ

てい

 実

16名

引い

下と

は1

比率

枠で

用し

長 兼 理

理

(特に退職間

教員) に偏り

る事から、な

か簡単にはポ

トを供出でき

ことになりま

この間、退職

が多い専攻・

ープはその教

担当していた

研究分野を早

新規採用教員

めたいという

があります。

的には人件費

ーが科せられ

プのみではペ

す。理学域全

この所をどの

一番の問題点

理学域特有の

は関係する研

イエンス研究

ー、内海域環

ー、海洋底探

が少ない部署

ー全体の運営

能性があり、

できない状況

・部局がセン

が更に複雑に

今年度に入っ

きつけられま

期計画の終了

の要請です。

内の) 39 歳以

での理学域の

で、ちょっと

みえますが､こ

いきますので

実際に計算し

名分のポイン

いて、残りポ

となるような

19.4％までに

率22.2％を達

で塩漬けにな

して若手教員

理 学

理学研究科長

近

が

か

ポイ

な

す。 

職教

グ

教員

教

早急

で

希

一方、ポイン

費相当 (１ポイ

れることから、

ペナルティーに

全体でカバーし

ように調整し

点です。 

問題点という

研究センターが

究センター、バ

環境教育研究セ

探査センター）

署では１人の退

営とパフォーマ

簡単にはポイ

況になっていま

ンターの運営に

なります。 

てから、大学

した。｢若手

する平成 34

この場合の若

以下の教員を意

若手教員比率

見には、あと

この間にも現

で、若手では無

て見ると､平

ントから供出ポ

ポイントを全て

助教の採用に

にしかならない

達成しようと思

っている分を

の雇用に充て

部 長 

長 兼 理学部長

ント供出の遅

イント13.2万

退職教員のい

に対処できな

して行くしか

していくかが

うのも存在し

が多数ありま

バイオシグナ

センター、都

が、センタ

退職ないしは

マンスに大き

イントの供出

ます。理学域

に関係してい

学執行部側か

手教員比率 22

4 年３月末に

若手というの

意味します。

率は 14.68％

と８％程増や

現在は若手の教

無くなってし

平成34年度ま

ポイント465

て平成33年度

に使った場合

い。結局、本

思えば、過去

を外部資金・

てるとか、理

か ら

長 鍔木
つばき

 基
もと

遅延に対しては

万円)のペナル

いない専攻･グ

ないことが明ら

かないのですが

が現在そして今

しています。理

す（分子フォ

ナル総合研究セ

都市安全研究セ

ーの様な所属

は異動が研究セ

な影響を与え

出（人員の削減

域以外に複数の

いる場合には、

から新たな注文

2.2％｣ を第３

に達成して欲し

のは (継承枠教

平成 28 年度

％ということで

やしたら良さそ

教員も歳をと

しまいます。

での定年退職

ポイントを差

度時点で39歳

合でも、若手比

本当の意味で若

去の退職者の継

間接経費等を

理学域所属教員

ら 
基成
となり

 

は最

ルテ

グル

らか

が、

今後

理学

ォト

セン

セン

属教

セン

える

減）

の学

状

文を

３期

しい

教員

度時

です

そう

とっ

職者

差し

歳以

比率

若手

継承

を利

員の 



外部

行

ない

が

てお

の束

 

ての

境、

で

 外

で

の研

は思

行

 平

 

 

 

 

 

 神

試

組む

31

開始

 

験

模擬

合問

問な

験生

 

わ

学力

ー試

りま

学部

まず

ぞれ

入学

 一

な

ます

然、

理学

Ａ

 皆

歳人

環境

部への異動が

う、といった

いと思われま

20％程度) 

おりますが､

束縛の下で全

この様な困難

の存在感、さ

、を目指すた

しょうか？ 

外部資金・間

きますが、理

研究テーマに

思われません

く事を積極的

平成16年度以

神戸大学では

という大学全

む特別入学試

年度入学者

始します。 

これまでのＡ

とは違って、書

擬講義・レポ

問題、小論文

などにより多

生の学力を評

この「志」入

りに、模擬講

力を担保しま

試験を課すの

ませんでした

部ＡＯ入学試

ずは、生物学

れの入学定員

学試験に向け

一方、センター

り、平成32年

す。30年ぶり

、理学部を含む

学部・理学研

Ｏ入学試験の

皆さん、ご存

人口は半分近

境で、神戸大

副

副研

があった場合

たようなかな

ます。これら以

の上昇要請が

「ポイント供

全く展望がで

難な状況の下で

さらなる先端研

ためにはどの

間接経費等が十

理学研究科での

にそれほど潤沢

ん。逆に応用研

的に推奨すべ

以降ほぼ10年

評議員

は「志」入

全体で取り

試験を平成

者選抜から

ＡＯ入学試

書類審査、

ポート、総

文、口頭試

多面的に受

評価します。 

入学試験では、

講義・レポー

ます。理学部で

ので、この「志

たが、多面的に

試験を新しく開

学科と惑星学科

員は３名と２名

けて着々と準備

ー入学試験が

年度からは大学

りに行われる

む神戸大学全

研究科執行部で

の導入に踏み切

存じのように

近くにまで減っ

大学や理学部が

副 研 

究科長

合に､穴埋めを

り過激なこと

以外にも､女性

が大学執行部

供出」と｢若手教

きていない状

で、神戸大学

研究の推進、

ような方策を

十分にあれば

の研究、特に

沢な研究資金

研究優先で外

きなのか？ 

年間に渡って

・副研究科長

、センター試

ト、総合問題

では基礎学力

志」入学試験

に受験生の学

開始すること

科が始めるこ

名で、現在、

備を進めてい

が平成31年度

学入学共通テ

大学入学試験

全体に大きな影

では、その準

切りました。

に、平成初期の

ってきていま

が今後も社会

究 科 

としての

を内部昇進人事

とを行わねば出

性教員比率 (

部側から寄せ

教員比率22.2

状況です。 

学理学研究科

充実した教育

を取ったら良い

ばいろいろな事

に基礎科学分野

金が提供され

外部資金を取

て減り続けてい

長 荒川
あらかわ

 政
ま

試験を課さない

題により入学生

力の担保にセ

験そのものとは

学力を評価す

とになりました

こととなり、そ

来年度行われ

います。 

度をもって終了

テストへと移行

験の大改革は

影響がありま

準備の一環と

 

の頃と比べて

ます。このよ

会的に価値の高

長 兼

の雑感
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事で

出来

目標

られ

2％｣

とし

育環

いの

事が

野で

ると

りに

いた

国立

持･

せま

立大

当官

付金

億円

 こ

チャ

日本

しい

 理

らな

行き

の事

力を

政彦
さひこ

 

い代

生の

ンタ

はな

る理

た。

それ

れる

了と

行し

は、当

ます。

して

て 18

うな

高い

教育

ぎな

って

早急

 話

向け

する

ませ

 １

と、

の割

外に

 ま

ター

て全

もの

リエ

の解

 ま

す重

高校

いま

よう

先生

たい

 ３

ンジ

学部

りま

生の

もこ

た。

割に

兼 副 理

立大学法人へ

微増というこ

ます。つい最近

大学法人理学

官による説明

金の概算要求

円とのこと。

これが本当に

ャー」誌など

本の大学の現

いと切に願っ

理学研究科と

なる教育･研究

きたいと考え

事ができるの

をよろしくお

育機関として

ないポリシー

て、大学教育の

急かつ慎重に

話は変わりま

けアンケート

る学生の回答

せんが、今年

１つは、入学

２つめは、

割合が大きく

に留学したい

まず、１つめ

ー制を導入し

全学共通教育

ののようです

エンテーショ

解決に向けて

また２つめで

重要となって

校の先生との

ます。理学部

うですが、理

生との情報交

いと思います

３つめですが

ジプログラム

部生が海外の

ました。この

の２割ほどの

このプログラ

昨今、学生

には充分に活

理 学

への運営交付金

ことで、下げ止

近、この10月

学部長会議」に

によると、来

求額は対前年度

 

実現されるか

ど海外のメディ

現況がこれを機

ているところ

しても、この

究の発展をす

えております。

かわかりませ

お願い致したい

あり続けるに

ーが必要だと思

の入り口とし

議論していき

すが、理学部

の結果を分析

答は、年によっ

年は気になる点

学時のオリエン

大学選択の情

なっているこ

と思う学生が

についてです

て２年目とな

育の時間割作成

す。そこで、大

ンを４月から

対策をとるよ

ですが、大学に

くると思いま

情報交換もさ

部では一部の学

理学部ＡＯ入学

交換の機会をで

す。 

、今年から理

が実施される

提携校に２～

プログラムの

学生がいるこ

ムの留学先を

生向けアンケー

活用されている

部 長 

金はこの２年

止まったかな

初旬に東京で

に出席してい

来年度、平成3

度比 439 億円

かどうかは不

ィアからも懸

機に何とか改

ろであります

の困難な状況

すべく、色々な

私の任期中

せんが、教職

いと思います

には教育・研

思います。そ

しての入学試験

きたいと思っ

部では毎年行

析しています

って大きく異

点が３つほど

ンテーション

情報収集先と

こと、３つめ

が２割に達し

すが、大学の

なりましたが

成や履修登録

大学としては

ら３月に前倒

ようです。 

において高大

ますが、今回

さらに進めて

学科ではすで

学試験の件も

できるだけ多

理学部でもグ

るようになり

～３週間学修

の参加者とし

ことがわかり

を広げて行く

ートの数は非

るとは言い難

か ら

年間はほぼ現状

なという感を抱

で開催された

いた文部科学省

30年度の運営

円増の 1 兆 1

不明ですが、「ネ

懸念されるよう

改善していって

す。 

況を乗り切り、

な創意工夫をし

中に実際どれほ

職員の方々のご

す。

研究に対する揺

そのポリシーに

験方法につい

ています。

行っている新入

す。理学部に入

異なることはあ

どありました。

ンが不評である

して高校の先

めは、在学中に

している点です

の学事歴にクォ

が、新入生にと

録は難易度の高

は新入生向けの

倒しするなど問

大連携は、ます

回の結果を見る

て行くべきかと

でに行われてい

含めて、高校

多くもつように

グローバルチャ

、毎年、数名

修に行くように

して潜在的に新

、理学部とし

指針となりま

非常に多く、そ

難いですが、こ

ら 

状維

抱か

た「国

省担

営交

409

ネイ

うな

て欲

さ

して

ほど

ご協

揺る

に従

いて、

入生

入学

あり

 

るこ

先生

に海

す。 

ォー

とっ

高い

のオ

問題

すま

ると

と思

いる

校の

にし

ャレ

名の

にな

新入

して

まし

その

この 



新入

ドバ

 

与機

わゆ

教育

部

科に

した

育実

学生

上

 研

で、

水準

して

い

注

 

特徴

て基

あ

やか

教育

究の

 一

人事

育体

状況

るた

が始

 理

上

策

は関

強化

その

きた

 最

ン

れま

グデ

んの

広報

実行

 ホ

良

よ

いて

いま

ご参

ち

入生向けアン

バックされて

さて、新入生

機構が行った

ゆる法人評価

育と研究に分

と大学院にさ

については、

た。特に研究

実績、ＴＡ（T

生の学会発表

している」と

研究について

、研究科から

準にある研究

て認定されて

る」との評価

目すべき質の

この結果を見

徴は、高い研

基礎からしっ

ると言えます

かで目に見え

育の積み上げ

の一翼を担う

一方、大学の

事がほぼ凍結

体制を維持す

況の対策とし

ため、若手限

始まっていま

理学部・理学

を目指して、

を講ずる必要

関連する全学

化の一環とし

のようなセン

たいと思いま

最後となりま

グデイ（HCD）

まで、理学研

デイを実施し

の意見をしっ

報委員会、執

行委員会を組

ホームカミン

く、くさの会

うになると思

て新しい取り

ますので、ホ

参加、それに

しております

ンケートは、そ

ているものだ

生を迎えた春頃

た第２期中期

価） の結果通知

分かれて行われ

さらに分かれて

各評価項目に

究科の方では、

Teaching Ass

表における受賞

との一段階高い

ては、大学内で

ら推薦した研究

究）、6割がS

ています。研究

価であり、「ニ

の向上に選出

見てもわかる

研究水準を維持

っかりと積み上

す。我々の部局

えるような成果

げの結果、大学

う学生へと成長

の運営費交付金

結され、今まで

することが難

して、また、昨

限定のテニュア

ます。 

学研究科でも研

このポジシ

要が生じていま

学研究センター

して新しいセ

ンターと協力

ます。 

ますが、毎年1

）の実施体制

研究科の広報委

してきましたが

っかりとお聞

執行部、総務係

組織することに

ングデイの立案

会との情報交換

思います。今後

り組みを実施

ホームカミン

に新しい取り組

す。 

その中では回

と思います。

頃に、大学改

目標期間の教

知がありまし

れました（教

ています）。理

について及第

、コア授業科

sistant）の教

賞歴が評価さ

い評価でした

でもトップレ

究業績の３割

（優秀な水準

究の質も「高

ニュートリノの

されています

ように理学部

持する教員達

上げる教育を

局では、学部

果はなかなか

学院レベルに

長しています

金が毎年削減

でのような研

しくなってき

昨今のポスド

アトラックポ

研究と教育の

ョンの運用を

ます。理学研

ーが多く、さ

ンターも設立

してこの難関

10月に行って

制について報告

委員会を中心

が、主役であ

きしていくた

係によるホー

になりました

案、準備、運

換や全体の意

後、ホームカ

して行く土台

グデイへの同

組みへのご意

回答結果がフ

 

改革支援・学位

教育研究評価

した。この評価

教育については

理学部・理学研

第点をいただき

科目群を用いた

教育経験の向上

されて、「改善

た。 

レベルの高い評

割がSS（卓越

準にある研究）

高い質を維持

の実験的研究

す。 

部・理学研究科

達が、学生に対

を行っている点

部生時代には、

かあがりません

になると最先端

す。 

減される中で教

研究を主とした

きています。

ドク問題を解消

ポジションの運

の質のさらな

を中心に独自の

研究科・理学部

さらに大学の機

立されています

関を乗り切って

ているホームカ

告があります

心にホームカ

ある同窓生の皆

ために、くさの

ームカミングデ

た。 

運営において効

意志決定ができ

カミングデイに

台ができたか

同窓生の皆さん

意見を心よりお
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ィー

位授

（い

価は、

は学

研究

きま

た教

上、

善、向

評価

した

）と

して

究」が

科の

対し

点に

、華

んが、

端研

教員

た教

この

消す

運用

る向

の対

部に

機能

す。

てい

カミ

す。こ

ミン

皆さ

の会、

デイ

効率

きる

にお

と思

んの

お待

 

 

 昨

神戸

国人

サイ

てい

で代

だっ

受け

た。

応に

が、

この

 1

甲ケ

いた

こと

よう

思う

 ケ

って

が、

らい

気に

が、

と書

 周

てい

いる

なが

場の

い人

甲大

自動

差点

表六

 最

の一

夏永

ツ車

ル程

とカ

のカ

この

入口

なり

緩急

くの

 4

昨年の梅雨の

戸大学で英語

人の先生が訪

イクリング部

いるが、来春

代わって欲し

った。一も二

け、この春正

ここ数年に

に様々な役に

就任が嬉し

の一回きりで

4年前から自

ケーブル下ま

たが、この機

とで、その上

うになった。

う。 

ケーブル下駅

て行くと弁天

落葉して見

い。一般に滝

につつまれて

不思議なのは

書かれた施設

周りには壊れ

いるのか不明

るのか、ここ

がっているの

の横は勾配が

人達はこれを

大橋の美しい

動車道と交差

点をわたると

六甲ドライブ

最初の登りは

一つであり、

永いこと親し

車に買い替え

程進むと急カ

カーブの番号

カーブ番号は

の 51 番カー

口でもある。

り」とを繰り

急の繰り返し

のを飽きさせ

45番カーブで

表 六

のはしり頃、

語を教える外

訪れ、自分は

部の顧問をし

春転勤するの

いとのこと

二もなく引き

正式に就任し

わたり年相

就いてきた

かったのは

である。 

自転車通勤をし

で登ってから

機会にもっと気

上の表六甲ドラ

そこで見た風

駅の左手から

天滝が見えてく

見通しが良くな

滝は修行の場に

いるもので、

は滝の少し上

設があることで

れた導水管など

である。大学

から如何にし

か、わからな

きつく登るの

ダンシングと

ループ橋の姿

差する交差点に

表六甲０とい

ブウェイの入口

はドライブウ

ここが変速器

んだママチャ

えることになっ

ーブとなり表

号表示 No.51と

は距離表示と逆

ーブはアイスロ

傾斜は「徐々

返しながら道

と急なカーブ

せない。 

で六甲川から一

六 甲

副研究科長

しており、出

ら降りてくる

気合いをいれ

ライブウェイ

風景について

旧道に入り六

くる。二段の

なる冬以外は

になるだけあ

この滝も例

上の河辺に「神

である。 

どが散乱し、

学の雑用水を

してキャンパ

ないことばか

のに骨が折れ

と呼ぶ）で登

姿が見えはじ

に達する。信

いう距離表示

口である。 

ェイで最も傾

器無しでは登

ャリから変速

ったのであっ

表六甲 0.1 (

とが見える。

逆で上から順

ロードという

々に緩やかに

道は進んで行

ブの連続が魅

一旦離れ尾根

の 風

長 福山
ふくやま

 克
か

出勤のついでに

のを日課にし

れて登ろうとい

まで足を延ば

て綴ってみよう

六甲川沿いに

の見事な滝であ

は下の段は見え

あって独特の雰

例外ではないの

神戸大学浄水場

はたして機能

をここから取っ

パスまで水路が

かりである。浄

れる。立ち漕ぎ

登って行くと新

じめ、やがて六

信号が青になり

示があり、ここ

傾斜のきつい

登れないので、

速のついたスポ

た。100 メー

(km) の距離表

ドライブウェ

順番についてい

著名な登山道

になり、また急

行く。この絶妙

魅力で、登って

根を巻いて登っ

風 景 

克司
かつじ

 

に六

して

いう

ばす

うと

に登

ある

えづ

雰囲

のだ

場」

能し

って

がつ

浄水

ぎ（若

新六

六甲

り交

こが

い坂

昨

ポー

ート

表示

ェイ

いる。

道の

急に

妙な

て行

っ 



て行

す

見

した

た。

土砂

No.

 破

てい

戸市

たび

で

り、

のは

 六

に抜

口に

本当

行

る。

てい

六

 現

わた

元祖

秋の

 

 

 

 

 

 数

況

 構

野の

201

ま

年

科学

「代

融合

され

阪府

活躍

 解

秀夫

方程

と思

 構

新特

行くと 40 番

る。道路脇に

える。表六甲

たが 1938 年

。この事情は

砂災害―神戸

.4, pp.51-58

破壊されたド

いるようであ

市が小林一三

びたび豪雨に

も 2014 年８

、開通後も一

は2016年の

六甲自動車道

抜けて行く。

には篠原隧道

当の名前かわ

くと六甲小橋

。小橋は六甲

いる。ドライ

甲川を渡りそ

現在は六甲大

たる橋が有名

祖六甲大橋で

の紅葉は全く

数学科・数学

をお知らせし

構造数理講座

の木村嘉之特

17 年３月で

した。木村先

４月に齋藤政

学研究費基盤

代数幾何と可

合と深化」に

れました。専

府立大学高等

躍を大いに期

解析数理講座

夫教授が着任

程式論です。

思います。 

構造数理講座

特命助教が着

理

数 

番カーブで先程

には海抜444米

甲ドライブウェ

年の阪神大水害

は沖村孝名誉教

戸・六甲山系の

8, (2010)) に

ドライブウェ

ある。現在のド

三氏の支援を受

による土砂崩れ

８月の台風に

一部片側交互通

７月であった

道はここから

我々もほんの

道と銘があり出

わからない。再

橋、六甲大橋

甲川の支流に架

イブウェイは六

その間は西側

大橋というと

名だが、ここ標

である。小橋

く見事である。

数学 専

学専攻の近

します。 

座代数学分

特命助教が

で退職され

先生は2015

政彦教授の

盤研究 (S)

可積分系の

に伴い採用

専門は代数学、

等教育推進機構

期待したいと思

座関数解析分野

任されました。

今後の本学で

座代数学分野に

着任されました

理 学 研

学 専 攻

程交差した六

米の標柱と開

ェイは1929(昭

害により壊滅

教授の論文

の歴史―」（砂

に詳しい。 

ェイの残骸が

ドライブウェイ

受けて建設し

れの被害を受

よる豪雨で全

通行が続き、

た。 

らトンネルに

の短いトンネ

出口の銘は真

再び六甲川の

と立て続けに

架かり、大橋

六甲川の東側

を走ることに

と東灘から六

標高490メー

・大橋とも、

。それ以外に

専攻長 兼 学科

、特に表現論

構教育拠点形

思います。 

野に2017年

。専門は解析

での研究と教

に2017年10

た。光明先生

研 究 科 

攻 ・ 数 学

六甲自動車道

開通記念の石碑

昭和４)年に開

滅的な被害を受

「都市化の進行

砂防学会誌vol

が一部山中に残

イは1956年に

したものであ

受けている。最

全面通行止め

完全に回復

に入り六甲山の

ネルを抜ける。

真瑞洞でどち

の谷沿いに登っ

に二つの橋をわ

橋は本流に架か

側を走るが、

になる。 

六甲アイラン

ートルにあるの

もみじに囲ま

にも椿、桜、藤

科長 佐藤
さとう

 

論です。今後は

形成教員として

４月付けで、高

析学、特に偏微

教育に期待した

0月付けで、光

生は齋藤政彦教

専 攻 長

学 科 
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と接

碑が

開通

受け

行と

l.63, 

残っ

に神

るが、

最近

とな

した

の裏

。入

らが

って

わた

かっ

２回

ドへ

のが

まれ

藤、

つつ

め飽

 名

ブに

は注

見る

が平

げる

けて

いて

 苦

す。

かも

鉢巻

まで

え面

 あ

あり

事が

番カ

見下

い。

が辻

 サ

を見

る。

進
すすむ

 

は大

てご

高岡

微分

たい

光明

教授

の科

─理

伴い

ジュ

と思

 2

で佐

教に

思い

 2

教養

した

ンス

に期

 2

学研

今後

 昨

も新

 今

学専

てい

 皆

長 兼 理

つじ、紫陽花

飽きることが

名物のつづら

に架かる奥六

注意深く見な

るとガードレ

平仮名で彫ら

ると六甲川は

て行く。川沿

て遠回りをす

苦労して急坂

谷をはさん

も最近読んだ

巻展望台があ

で見通せるが

面白い。 

あくまでも出

り、時間切れ

が通例。運良

カーブで六甲

下ろす六甲川

そして､その

辻に到着する

サイクリング

見ると学生達

あな、おそ

科学研究費基

理論の深化と

い採用されま

ュライです。

思います。 

2017 年４月付

佐野太郎特命

に異動されま

います。 

2017年４月付

養教育院長・

た。また、20

スセンター長

期待したいと

2017年４月付

研究科副研究

後のご活躍を

昨年度より２

新しいシステ

今後も様々な

専攻の初心を

いきたいと考

皆様のご理解

理 学 部

花など、四季折

無い。 

折の24、23 

六甲橋を渡って

ければ橋だと

レールの下に小

れているばか

は急な渓流とな

沿いに登ること

することとなる

坂を東へ登り

んで斜面に建物

だ小説のようだ

る。標高675

、神戸大学が

出勤途上であ

れになり後ろ髪

良く時間がある

川の深い谷に

に水が流れて

川らしきもの

。標高762メ

グ部の丁字が

達は私の半分の

ろしや。

基盤研究 (S)

数学・数理物

した。専門は

今後の本学で

付けで三井健太

命助教が、それ

した。今後の

付けで齋藤政彦

大学教育推進

17 年 12 月に

長にも就任予定

思います。 

付けで福山克司

究科長・理学域

大いに期待し

学期クォータ

ムに少しずつ

改革が行われ

忘れず、本来

考えています。

解とご協力を真

学 科 長

折々様々な光

番カーブを過

て再び東側に

と気付かない

小さい石柱が

かりである。

なっていて、

とはできず、

る。 

別な谷にぶつ

物が点在して

だ。そしてこ

5メートルか

がすぐそこに

あるから厳しい

髪を引かれな

る時にさらに

にぶつかり後

ているのか遠

のが消える辺

ートル、距離

が辻タイムトラ

のタイムで登

「代数幾何と

物理学におけ

は代数幾何学

での研究と教

太郎助教が 2

れぞれ、先端

の研究と教育

彦教授が本学

進機構副機構

に発足する数

定です。今後

司教授が理学

域副学域長に就

したいと思い
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化学 専攻長 兼 学科長 小堀
こぼり

 康博
やすひろ

 

 化学専攻・化学科の近況

について紹介いたします。

学生の活躍に関してですが、

昨年 11 月からこれまでに

学会発表における講演賞や

ポスター賞の受賞が 12 件

ありました。今年８月には

大堺利行准教授が指導され

た３月博士前期課程修了生

の学術論文が注目論文に選

ばれ、学術誌の表紙を飾り

ました。これらは本人のみならずこれから大学院の進学

を考えている後輩たちにも励みになり良い刺激になるこ

とと思います。 

 また、教員に関しては、立川貴士准教授らの研究グル

ープが光触媒作用による水素生成量が一桁増加する光触

媒の開発に成功した成果を本年４月にドイツの著名な科

学誌「Angewandte Chemie International Edition」に発

表しました。この成果が日本経済新聞に掲載されるなど、

本専攻は今年も優れた研究業績を次々と世界に向けて発

信しております。 

 このような活躍度を示すものとして、Nature誌が公表

しているNature Index 2017に自然科学分野の上位１％

以内にランクされる高品質科学雑誌に論文発表した評価

指標（WFC値）が公表されています。本専攻配置教員に

よるWFC値はここ数年で順調な伸びを示しています。

2016年では本専攻のWFC値は 6.11で、これは本学全体

のWFC値（27.93）の22 %を占めるまでになっており、

学術分野における本専攻の国際的な活躍が顕著であるこ

とが明らかになっています。 

 今年度より化学科の入学定員が５名増え、一年時の定

員が30名となりました。入学者が増加したことで授業の

雰囲気がさらに活発で意欲的なものとなり、大変よい効

果をもたらしているようです。 

 本専攻の大学院入学定員は、博士前期課程（修士課程）

が28名、博士後期課程が６名です。学部生のおよそ９割

は博士前期課程に進学し、修了後も専門性を活かした職

に就く学生がほとんどです。博士前期課程修了者の１割

から２割はさらに博士後期課程に進学し、先端的な研究

を担い、国内外の学会で幅広く活躍しています。 

 今年の大学院生の就職状況も良好と言え、学生と教員

は一丸となって研究・教育に努力しており、その成果も

着実に上がっていることは前述の通りです。学生の努力

を報われたものとするためにも、これからも同窓生の皆

様のお力添えをどうかよろしくお願いいたします。 

 化学専攻の教員人事に関しては、今年４月に物理化学

講座・物性物理化学分野に笹原亮特命准教授が着任され

ました。また、今年４月より分子フォトサイエンス研究

センターに太田薫特命准教授が着任されると共に、無機

化学講座・状態解析化学分野にも配置となり、本専攻の

教育に参画していただいております。 

 外部に向けてのイベントとして、大学院を考えている

他大学の学生に対するオープンラボ（４月、６月）や高

校生等を対象としたサイエンスセミナー（７月）、理学部

オープンキャンパス（８月）が開催されています。 

 オープンラボは化学専攻の研究室に興味のある他大学

の学生に、教員が直接研究内容の話をしたり施設を見せ

たり、さらに現役大学院生と懇談し神戸大学の化学専攻

をよりよく知ってもらうことを目的としています。オー

プンラボに来た学生さんはかなりの割合で神戸大学の化

学専攻を受験するため、化学専攻を他大学の人に知って

もらうよい機会となっています。 

 また、高校生や一般の人を対象としたサイエンスセミ

ナーに今年も多数の出席者があり、化学専攻からは松原

亮介准教授が「天然由来品と化学合成品はどちらが安

全だろうか:有機化学という学問について」と題し、薬、

虫のフェロモンなどの話を通した有機化学の講義で好

評を博しました。特に天然由来品は善で化学合成品は悪

というのは本当なのか？をわかりやすく解説していただ

き、多くの出席者の興味を引いたようです。 

 オープンキャンパスに関しては、毎年化学科の受験生

の中にオープンキャンパスに出席した高校生が少なから

ずいるので、大学院のオープンラボと同様にオープンキ

ャンパスは高校生に神戸大学を知ってもらうよい機会に

なっています。今年の化学科のオープンキャンパスには

150 名近い参加者があり、各教員の研究室を回って特殊

な有機合成装置や蒸着装置、そしてＸ線回折装置やレー

ザー装置といった測定機器を見学してもらいました。今

年も、参加者の中から化学科受験生が多く出ることを期

待しています。 

 本学は関西・四国圏での知名度とは裏腹に、関東・東

北以北での認知度が今一つといったところです。このよ

うな課題も認識しつつ、化学専攻の教員一同は優れた研

究成果の発表と優れた人材の輩出に今後とも努力してい

きたいと考えております。化学科・化学専攻のさらなる

発展のために同窓生の皆様の変わらぬご支援とご指導を、

どうぞよろしくお願いいたします。 

 

理学部オープンキャンパスの一コマ 

化 学 専 攻 ・ 化 学 科 
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生物学 専攻長 兼 学科長 鎌田
かまだ

 真司
しんじ

 

 生物学専攻・生物学科

の近況をお知らせいたし

ます。まず、教職員の異

動についてですが、2017

年3月末に生物多様性講

座の小菅桂子准教授が早

期退職されました。長年、

生物学専攻・生物学科の

教育・研究、および運営

において多大なご尽力い

ただきましたこと、心よ

り感謝いたします。 

 また、平成29年３月末には、生体分子機構講座の北条

賢特命助教が退職され、関西学院大学理工学研究科准教

授として転出し、発生生物学講座（連携講座、理化学研

究所多細胞システム形成研究センター（CDB）の花嶋かり

な客員准教授が早稲田大学教育・総合科学学術院准教授

として転出されました。 

 一方、平成29年２月には、松花沙織特命助教が生命情

報伝達講座に着任されました。松花先生はニワトリ胚を

用いた発生生物学がご専門で、心臓神経堤細胞を中心に

ご研究されています。また、平成29年10月には発生生

物学講座（連携講座）の客員准教授として、工樂樹洋先

生（理化学研究所）が着任されました。工樂先生は発生

制御におけるゲノム情報発現機構についてご研究されて

おり、また、生物学科の学生実験では大規模データベー

スを利用した解析方法についてご指導していただいてい

ます。新たに加わったお二人の更なるご研究の発展をお

祈りするとともに、生物学専攻・生物学科の教員、学生

にも大きな刺激をいただきながら発展していきたいと思

っております。 

 次に、この１年間の教員の主な活躍についてお知らせ

します。生物多様性講座の末次健司特命講師は従属栄養

植物（寄生植物）の専門家ですが、新種のランなどを次々

と発見し論文発表されました。そして、2016 年 12 月に

は、従属栄養植物の生態、分類研究で顕著な業績を挙げ

たとして「ナイスステップな研究者2016」（文部科学省

科学技術・学術政策研究所）に選ばれました。 

 平成29年７月には、内海域環境教育研究センター・マ

リンサイトで「ひょうごシーレンジャー」が行なわれま

した。これは兵庫県在住の小学５、６年生を対象とした

体験学習型のイベントで、内海域環境教育研究センター

の川井浩史教授、羽生田岳昭助教、鈴木雅大特命助教、

そして、川井研究室の研究員や学生が、子どもたちの体

験をサポートし、サンテレビ「ひょうご海ライブ」でも

紹介されました。 

 平成29年９月には、生体分子機構講座の尾崎まみこ教

授が日本味と匂い学会賞を受賞されました。また、平成

29 年 10 月には、生体分子機構講座の石崎公庸准教授が

参加している国際研究グループがゼニゴケの全ゲノム構

造を解明し、その成果はCell誌に発表されました。他に

も多くの教員が研究、教育、社会活動において活躍され

ています。 

 入学試験に関しては、生物学科の募集定員は本年度（平

成 29 年度）から５名増え、25 名（内５名は３年次編入

生）から30名（内５名は3年次編入生）となりました。

定員が増えたことで、入学希望者も増えることが期待さ

れます。 

 しかし、近年、高校では生物を履修する生徒数が減少

しています。その原因は生物学用語が多すぎるためであ

るとして、日本学術会議から「高等学校の生物教育にお

ける重要用語の選定について」が公表され、高校生物で

の重要語句を減らすことにより履修学生を増やそうとい

う試みが始まるようです。今後、大学入学試験において

生物学を受験する人が増えてくることも予想されますが、

生物学専攻・生物学科としては高校での履修生の増加に

伴って、生物学の勉強を志す学生が増えることを期待し

ています。 

 一方、生物学科の新たな入学試験改革として、平成31

年度からＡＯ（アドミッションオフィス）入学試験を始

めることにしました。ＡＯ入学試験では生物学科の定員

30名のうち３名を募集し、学生の思考力・判断力・表現

力や学習意欲・主体性などに重きをおいて選抜すること

を予定しています。最近、日本の科学研究のレベル低下

が指摘されており、生物学専攻でも博士後期課程進学者

が減少傾向にありますので、ＡＯ入学試験を通して生物

学を深く追求していくような学生が一人でも多く集まっ

てくれることを期待しています。 

 生物学専攻・生物学科の教員数は、平成29年10月時

点で連携講座６名の先生を含め、35 名となっています。

今後、定年を控えている教員がたくさんおられ、今年度

(平成29年度）末２名、平成30年度末１名、平成31年

度末３名、平成32年度末２名がご退職の予定です。多く

の教員が入れ替わることにより、これまでの生物学専

攻・生物学科の教育・研究が大きく変わることが予想さ

れますが、専攻スタッフの体制を充実させて、さらに大

きく発展していきたいと考えております。 

 今後も生物学専攻・生物学科の教員一同、色々と試行

錯誤を重ねながら優れた研究と充実した教育に努めてい

きたいと考えておりますので、同窓会の皆様のご理解と

ご支援を、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 
理学部オープンキャンパスの一コマ 

生 物 学 専 攻 ・ 生 物 学 科 
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野の

とそ

をテ

力

幅広

着手

 ま

臼井

の教

遠鏡

特に

り、

や生

 

ん

槻圭

の輪

輪の

表、

長

 ま

な

大歪

の地

 2

この１年も惑

係では教員の

つかありまし

ろうもので、

末をもって太

と進化に関す

ロセスを明ら

く、隕石や宇

ての研究と教

功績を残して

重教授が定年

ました。 

若手では、同

特にネットワ

々な系の振る

春名太一助教

情報理学専攻の

堆積物（特に

析を行ってき

理工学術院

りました。 

新たな教員と

・環境学研究

の准教授とし

その進化多様

テーマとし、

し、フィール

広い手法を用

手しています

また、昨年、

井文彦特命助

教育にも携わ

鏡・地上望遠

に小惑星帯の

、小惑星の含

生命の起源に

この１年の研

（2017 年秋現

圭史教授らと

輪との違いを

の起源を初め

、当該分野で

より2016年度

また、2016 年

る共同研究グ

歪せん断変形

地球下部マン

2017年８月に

惑 星 

惑星学 専攻

惑星学専攻

の異動がい

した。時は

2017年３

太陽系の創

する様々な

らかにする

宇宙塵を用

教育で数々

てきた留岡

年退職を迎

同じく2017年

ワーク理論）の

る舞いに内在す

教が東京女子大

の准教授に、内

に珪藻類）に着

きた廣瀬孝太郎

（創造理工学部

としては、201

究科より金子克

して着任しま

様性を生み出す

特にカルデ

ルド調査、物質

用いての研究活

す。 

惑星科学研究

助教は、2017

わることとな

遠鏡を用いた太

の物質分布につ

含水鉱物や有機

に迫る分野の開

研究関連のニ

現在、東京工

と共に土星の輪

を説明する研究

めて明らかに

で高く評価され

度の学生表彰

年 10 月には、

グループが、ブ

形実験に成功

ントルの流れの

には、内海域環

学 専 攻

攻長 兼 学科

年３月末をもっ

の手法で、生

する数学的構

大学現代教養

内海域環境教

着目して環境

郎助教（任期

部）助教に、

17年１月１日

克哉氏が岩石

した。金子准

す地殻内のマ

ラ火山を中心

質分析から観

活動を展開、

究センター（

年４月１日付

りました。臼

太陽系小天体

ついての研究

機物の探査に

開拓を進めて

ュースとして

工業大学 ELSI

輪の起源とそ

究、ケンタウ

した研究など

れ、この３月

彰を受けました

、瀬戸雄介講

ブリッジマナ

し、沈み込ん

の方向を明ら

環境教育研究

攻 ・ 惑 星

科長 林
はやし

 祥
よ

って、複雑系数

生命システム等

構造を見出して

養学部数理科学

教育研究センタ

境復元と環境変

期付）が早稲

それぞれ異動

日付で京都大学

石学・鉱物学の

准教授は火山活

マグマ過程の解

心とした研究に

観測機器開発ま

関連した教育

CPS）に着任

付で専攻・学科

臼井助教は宇宙

体の観測的研究

究に取り組んで

によって地球の

ています。 

ては、兵頭龍樹

研究員）が、

その組成の天王

ウルス族小天体

ど一連の論文

月に兵頭さんは

た。 

講師他多機関か

ナイト多結晶体

んだプレート近

らかにしました

究センターの兵

星 学 科
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の成
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201
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とそ

学連
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も

況と
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担う

要性

その

いだ

 今

ご助

幸教授を中心

近（2017年秋

千葉セクション

現し、78～76

った百年-千年

太陽活動に

暖化が、強い

た気候変動現

また、海洋底探

鬼界海底巨

し、日本列島

デラ噴火の後

されているこ

よる全国展開

底探査実習を

した。 

惑星科学研究

天体探査など

とともに、金

献、来年度の

グウ）到着へ

野淳一郎教授

芽的課題『生

の解明』」に着

することとな

ン立案スクー

れぞれ「彗星探

テーマで開催

内海域環境教

た教育活動と

た。 

表彰関係では

成因論ならび

きた功績によ

7 年 10 月に

歴史地震学分

その社会への

連合フェロー

他にも紹介す

ききれません

一方、現実の

「国立大学の

となっており

しい綱渡りが

いわゆる二極

う大学院生へ

性はますます

のための資金

だすには至っ

今後も努力を

助言等いただ

心とした多機関

秋）一般報道で

ン」において、

万年前に北大

年スケールの

起因すると思

寒冷イベント

現象が存在する

探査センター

巨大カルデラの

島で最も直近の

に、カルデラ

とを発見しま

の教育活動と

他大学学生・

究センターでは

ど惑星探査計画

金星探査機「あ

「はやぶさ２

への備えなどを

授が代表となり

生命を育む惑星

着手し、我が国

りました。宇

ールに関しては

探査」「Astrob

催しました。 

教育研究センタ

して夏の公開

は、2016 年 10

びに地球進化に

り「第40回井

は石橋克彦名

分野における業

発信による貢

ーとして顕彰さ

するべき良いニ

んのでこのあた

現場は、政府

成れの果て」

まして、我々

続いています

極化する経済状

への欧米諸国並

す高まっている

金をどう捻出し

ておりません

続けていきた

だけますれば幸

関からなる研

でも話題にな

、高解像度古

大西洋と北太

の急激な気候

思われる周期

トによって突

ることを明ら

ー（KOBEC）が

の探査を、深

の7,300年前

ラ内に巨大な

ました。海洋

としては、深

・院生も対象

は、火星衛星

画の立案を引

あかつき」の

２」の小惑星

を進めつつあ

り文部科学省

星の起源・進

国の計算惑星

宇宙研連携事

は 2016 年１

biology in th

ターでは、同

開臨海実習コ

0 月には巽好

に関する研究

井植文化賞」の

名誉教授が地

業績と、地震

貢献により、

されました。

ニュースは多

たりにしたい

府よりとされ

というよう

々も例外では

す。 

状況の影響も

並みの奨学支

ると認識して

していくか、

ん。 

たいと思って

幸いです。 

研究グループが

なった、いわゆ

古海洋環境復元

太平洋で同時に

変化を多数発

期性を伴う急激

突然停止すると

かにしました

が、昨年秋から

深江丸を用いて

前に起きた巨大

な溶岩ドームが

洋底探査センタ

深江丸を用いた

象に加えて実施

星探査、月探査

き続きリード

のデータ解析へ

星「Ryugu」（リ

あります。また

省の「ポスト『京

進化と惑星環境

星学の振興もリ

事業の探査ミッ

月と今年８月

he Solar Syst

同様の全国に開

ースを実施し

好幸教授がマグ

究分野をリード

の特別賞を受

地震テクトニク

震関連災害の予

日本地球惑星

 

多々ありますが

いと思います。

れるような雑誌

な題名が踊る

はなく、なかな

あり、次世代

支援を実現する

てはいるのです
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すが、

を見
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た
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約
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績が

で構

し、

って

 

ープ

理学

究科

て

念会

 台

遠方

40

感謝

 世

ノー

究者

紀以

201

 

てそ

神戸大

―研究

私達神戸大学

：竹内康雄教

達環境学研究

、2017(平成2

しました。 

K2K(1)/T2K(2)/

果、すなわち

｢基礎物理学ブ

ての学長表彰

25年前から行

な研究活動が

授も学長表彰

学長表彰実施

す。「（前略）

が極めて顕著

構成されたグ

、その功績を

て学長から表

このめでたき

プおよび身内

学研究科粒子

科青木研究室

ご招待し、10

会」を瀧川記

台風が紀伊半

方から参加の

名を超える方

謝会”が、笑

世界的な物理

ーベル賞もブ

者を毎年表彰

以上の歴史が

12年に設けら

ノーベル賞は

その遺産で運

研

大学 学長表

究仲間と協力者

学ニュートリ

教授､鈴木州助

究科；青木茂樹

29)年10月2

/SK(3)実験等の

ち“ニュート

ブレイクスル

彰です。この一

行ってきまし

が評価されて、

彰を受賞しま

施要領の目的は

教育研究、事

著であると認

グループ（以下

を称えるとと

表彰を行う。」

き機会に、神戸

内グループに所

子物理学研究室

室の皆様を、

0 月 29 日に

記念学術会館に

半島の南を通過

の方の中には欠

方々が集い、

笑いの起こる楽

理学の賞として

ブレイクスルー

彰するのは同

があるのに比

られた新しい

は、アルフレ

運用されていま

研 究

表彰 受賞

者に感謝を込

リノ実験グル

助教､矢野孝臣

樹教授；学友会

26日に神戸大

のニュートリ

リノ振動の検

ルー賞（2016

一連の実験は

した。また、外

、理学研究科

した。 

は、以下のよ

事務運営、そ

められる職員

下「グループ

もに、今後の

 

戸大学ニュー

所属またはご

室の皆様、人

ご家族等を含

「神戸大学 学

にて開催しま

過したことに

欠席された方

“記念会”な

楽しい中で開

ては、ノーベル

ー賞も優れた

じですが、ノ

比べて、ブレ

い賞です。 

ッド・ノーベ

ますが、ブレ

究 へ

賞記念会 

原
はら

 俊雄
とし

込めて― 

ループ（理学研

臣特任助教；人

会：原俊雄会長

大学学長表彰

ノ物理学の研

検出”に与え

年）」受賞等

は、神戸大学で

外部資金によ

科の身内賢太朗

ように記されて

その他業務上の

員又は複数の職

プ」という。）に

の一層の活躍

ートリノ実験グ

ご協力下さった

人間発達環境学

含めて感謝を込

学長表彰 受賞

ました。 

により大雨が降

方がいましたが

ならぬ“皆様へ

開催できました

ル賞がありま

た業績を挙げた

ノーベル賞が

レイクスルー賞

ベルの遺言に従

レイクスルー賞

へ の
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院生
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設者には世界
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約１億円)です

ドル（約３億

そして、決定

３名にしか与

ー賞には人数

物理学ブレイ

つの実験グル

礎物理学であ

は、大勢の

す。その意味

ルー賞は、多

科学的業績の

るでしょう。

パーティは、

々との懇談を

ービスを始め

としました。そ

賞理由を含め

加者がマイク

大学院理学研

生として共に

る22名の方た

しました。そ

学長表彰記

「とっても久

お目にかかっ

う間に学生時

科のことも、

発見の歴史を

べる気がしま

K2K 実験では、

ィングファイ

小屋で製作し

りないので、

ご協力いただ

ただきました

最中の頃、今

り返ります。

取 り

界に名だたる

ベル賞の賞金は

すが、ブレイク

億円）です。 

定的な違いは、

与えられません

数制限はありま

クスルー賞は

ループ(4)の合計

る素粒子物理

研究者が協力

味からすれば、

多くの科学者の

価値が認めら

通常は２時

心ゆくまです

、記念会は午

それでも、短い

た簡単な挨拶

を握っての思

研究科および

研究をし、今

たちも、基礎物

の方々もご招

記念会の目的の

久しぶりだとい

ているような

時代にタイムス

あらためて勉

、これまでと

す。」との感

、飛跡検出器

バーシートを

ました。教員

神戸大学近隣

だきました。そ

。その一人か

今思えば第２の

り 組

前列左から６

IT 起業家ら

は800万スエ

クスルー賞は

ノーベル物

んが、基礎物

ません。私た

は、国際共同

計1,377 名に

理学実験（高

力して初めて

今回の基礎

の協力によっ

られたのだと

時間程度ですが

するため、正

午後１時から

いという印象

拶から始め、

思いで話等を
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国 際 研 究 集 会 ｢ I n t e r n a t i o n a l  c o n f e r e n c e  o n  
A l g e b r a i c  G e o m e t r y ｣

 慌ただしい毎日の中でこんなにも華々しい業績の一端

を担わせていただいていたなんて感激でした。（中略）

私の第２の青春の神戸大学時代は遠い昔になりましたが

皆様の研究は益々進化を遂げ成果を挙げておられること

を知りこんなにも嬉しいことはありません。」とのメー

ルをいただきました。 
 私達５名にとっては、無上の喜びです。

(1) K2K…つくば神岡間長基線ニュートリノ振動実験 
(2) T2K…東海神岡間長基線ニュートリノ振動実験 
(3) SK…スーパーカミオカンデ（宇宙素粒子観測装置） 
(4) ５つの実験グループは 
  〔Daya-Bay：原子炉ニュートリノ､264名､中国〕 
  〔K2K/T2K ：加速器ニュートリノ､610名､日本〕 
  〔KamLAND ：原子炉ニュートリノ､ 93名､日本〕 
  〔SNO   ：太陽ニュートリノ､ 262名､カナダ〕 
  〔S K   ：大気ニュートリノ､ 141名､日本〕

 
 
 
 
 

数学専攻 教授 吉岡
よしおか

 康太
こうた

 

 国際研究集会「International conferen ceon 

Algebraic Geometry and Integrable Systems, 

Kobe 2016」が 2016 年 12 月５日(月)～12 月９日

(金)の日程で理学部Ｚ棟２階で開催されました。 

 この研究集会のテーマである代数幾何学による

可積分系の研究は今世紀初頭に行われた齋藤政彦

教授のグループによる決定的な仕事（昨年のくさ

だよりの 20 頁に齋藤教授の業績に関する記事が

ありますのでそちらもご覧ください）を受けて、

現在非常に活発に研究されている将来性が極めて

有望なテーマで、日本では齋藤教授を中心に研究

が進められています。 

 特に、齋藤教授は理学研究科長や副学長の要職

に在りながら、大型科研費である基盤研究Ｓ〔「代数幾何

と可積分系の融合と新しい展開」2007年～2011年､「代

数幾何と可積分系の融合と深化」2011年～2016年、「代

数幾何と可積分系の融合-理論の深化と数学・数理物理学

における新展開」2017年～2021年〕の研究代表者を務め

られています。 

 本研究集会は、2016年が基盤研究Ｓ「代数幾何と可積

分系の融合と深化」の最終年度にあたることから、その

集大成として、また、齋藤教授が2017年２月にご還暦を

迎えられることから、そのお祝いの会として企画されま

した。 

 招待講演者は、その会にふさわしい関連分野の著名な

研究者〔例えば国際数学者会議（ICM）の招待講演者、学

士院賞などの受賞者など〕を国内外から選びましたが、

ご多忙にもかかわらず講演依頼に皆様ご快諾いただき、

改めて齋藤教授の影響力の大きさに深く感じ入りました。 

 また、近年活発に研究発表していて今後の活躍が大変

期待されている若手研究者２名も講演者に選びました。

海外からの招待講演者の所属先はアメリカ（３名）、フラ

ンス（３名）、スイス、ハンガリー、韓国それぞれ１名ず

つでした。 

 研究集会のプログラムは、国内研究者が参加し易いよ

う初日は午後開始、最終日は午前中で終了するよう計画

され、１人当たり１時間の招待講演が20件組まれました。 

 講演内容は研究集会のテーマである高次元代数幾何学

における極小モデル理論、接続やHiggs束のモジュライ

理論、表現多様体、Riemann-Hilbert 対応の幾何学、モ

ノドロミー保存変形微分方程式系、nonAbelianホッジ理

論、Gromov-Witten 理論、ミラー対称性予想、幾何学的

ラングランズ予想などの非常に興味深い講演が行われま

した。 

 はじめに、武田廣学長による開会の辞が述べられ、そ

の後、武田学長を囲んで講演者と組織委員による記念撮

影が行われました。水曜日の昼食前にも神戸大学百年記

念館の前にて参加者全員で記念撮影を行いましたが、百

年記念館から一望できる神戸市内の美しさに参加者一同

感激の声が上がっておりました。 

 本研究集会の参加者は、名簿で確認できる限りでも87

名になり、また代数幾何学やその関連分野の主要メンバ

ーもご参加いただき、質疑応答や議論が活発に行われる

中、大変活気にあふれた研究集会となりました。 

 水曜日の夜は、齋藤教授のご還暦をお祝いするパーテ

ィーが瀧川記念学術交流会館で盛大に行われました。研

究集会の参加者に加え、齋藤教授にゆかりのある研究者

が日本全国より参加し、齋藤教授のご還暦をお祝いしま

した。参加者も100名と大勢であったため、会場が狭く

ないか心配致しましたが、皆様にも満足していただけま

したご様子、安堵致しております。 

 終わりにあたり､本研究集会開催に際し､事務の方々、

および代数幾何系の大学院生の皆様には、準備の段階か

ら多大なご協力いただきました。組織委員を代表致しま

して、心よりお礼申し上げます。 
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“物体内部を透視する眼“に関する研究
 

 

化学専攻 准教授 木村
きむら

 建次郎
けんじろう

 

 私は、“物体内部を透視

する眼”に強い関心を持っ

ています。 

 私の研究グループの成果

は、散乱波動や準定常的な

場の計測結果を用いて、物

体内部の3次元構造を正確

に決定する理論と計測シス

テムの開発に世界で初めて

成功したことです。 

 物体内部を透視する眼としてX線CTがよく知られてい

ます。CTは、日本語で“コンピュータ断層撮影”という

意味で、「コンピュータを使って断層画像を計算して出

す？」程度のニュアンスしか読み取れませんが、その映

像化の原理、方法は大変素晴らしいものです。X線CTを

用いると、例えば、人体内部の骨の3次元構造が明瞭に

可視化されます。その原理では、あらゆる角度から撮影

したレントゲン写真を基に、ラドン変換によって、物体

内部の 3次元構造を再構成、映像化します。X線の人体

透過性が高いことが前提となっています。また、X線CT

では、計測によって得る情報量と、最終的に計算によっ

て構築される画像のもつ情報量が同一となっています。

１枚のレントゲン写真から、いかなる計算方法を用いて

も3次元の構造を導くことは、情報量の観点から不可能

です。 

 X線CTの発明以前でも、物体内部にむけて、あらゆる

方向から電磁波や音波を照射し、波動の位相や強度を

様々な場所で計測すれば、内部の3次元構造に関係した

十分な情報をえることができそうだ、と多くの研究者が

考えたと思います。しかし、理論的にしっかりした方法

で、いかに3次元構造を正確に導くかといった問題提起

をした場合、計測の手段も併せて考えて、その問題を完

全に解決できる研究者は世界で一人も存在しないかもし

れないといった状況に陥ります。X線CTの発明者はノー

ベル賞を受賞しています。 

 この問題を、より正確に表現することを試みると、計

測とはなにかといった、計測に関する根本的な問いが生

じます。物体を構成するすべての物質の物理、化学的な

性質がわかっていれば、物理学の教科書に書かれている

基礎方程式を順方向に解くことにより、計測信号を計算

することができますが、計測というのは、当然ですが、

事前に計測対象のことが殆ど分かりません。すなわち、

計測や分析というのは、物理学の因果関係を逆方向に辿

ることであると言えます。このとき、物体外部での計測

データから物体内部の3次元構造を“どのような方程式

を基に”、“どのような解法を用いて”導き出すかとい

うことが大きな課題となります。情報量が不足していれ

ば論外、十分な情報量が計測によって得られることが大

前提で、さらに、3次元構造を導き出す計算においては、

前述した順方向の問題のように、数学的基盤が確かなも

のであるということ、測定条件が変わるたびに計測シス

テムの電気的、機械的構成が変わらない汎用性の高いも

のであるということ、市販のコンピュータを用いて現実

的な時間で計算できるアルゴリズムであるということが、

“辿る”ときには最も重要になります。 

 X線CTの場合は、根幹をなす映像化の理論は、透過性

の高い波動を採用することが前提で、散乱の大きい波動

の場合は、この原理は適用できません。すなわち“電磁

波や音波の散乱を用いて物体内部の3次元構造を決定す

る問題”は、解決の後に訪れる物質計測, 医療や産業計

測等、広大な波及効果が期待されながらも、未解決の問

題として考えられてきました。私は、この問題に10年以

上向き合い、重要な解にたどりつくことができました。 

 散乱場の基礎方程式の導出とその解析解を用いた画像

再構成法の発見です。この方法では、波動の送信機、受

信機の座標を独立変数とする散乱場の方程式を逆解析し、

時間と空間変数の極限操作により、物体内部の散乱体の

構造を断層映像化します。従来の方法では、散乱体のモ

デルを設定し、基礎方程式を順方向に解き、計測結果と

比較してその差が最小となるように“すり合わせて”画

像をつくる方法が知られていますが、多大な計算時間が

発生する上に、収束する保証もありません。我々の方法

では、汎用計算機で数秒の速度で計算が完了します。ま

た一意性があります。この発見により、世界最高性能の

マイクロ波を用いたマンモグラフィが誕生しました。 

 研究を進める中で、さまざまな“物体内部を透視する

眼”に関する問題において、興味深い方法をいくつか見

出すことに成功しております。計測においては、有限の

サイズのセンサが必ず存在し、そのセンサの寸法、代表

寸法で空間分解能が決まってしまうという問題を打開す

る概念に関する理論です。積分幾何学という数学の方法

を用いて、“計測によって得られる見かけの電磁場”の

基礎方程式を解くことで、計測に用いるセンサの代表寸

法より高い空間分解能にて、遠方もしくは物体内部の

“真の電磁場”の分布を映像化することを可能にする理

論です。 

 さらに、蓄電池やコンデンサなど平行平板の構造を有

するデバイスに特化した問題ですが、蓄電池の動作状態

に蓄電池周辺に存在する漏洩地場の計測データから、蓄

電池内の電流を再構成する理論です。 

 これらの理論に基づき開発されたソフトウェアは、そ

の性能が評価され、計測機器会社、鉄道会社や自動車会

社、電機会社など、現在様々なシーンで活用されていま

す。また、産業において、実用上大きな経済効果を生む

ことが期待されており、世界各国での知財化と共に、社

会実装を進めております。国際調査機関の調査によって

前例がないことが示された他、すでに欧州6か国で特許

が成立しています。 

 今回、総理官邸での表彰に関して、これまでの取り組

みが高く評価されたことを大変光栄に思うと同時に、受
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日本味と匂学会 
学会賞受賞につけて思うこと

 

 

 

生物学専攻 教授 尾崎
おざき

 まみこ 

 今年､９月25 日～27日の３

日間､第51回味と匂学会を神

戸ポートピアの国際会議場で

開催した際には、実行委員長

のお役目を引き受けててんて

こ舞いをしました。直前に神

戸港湾からヒアリ侵入という 

思わぬ珍事が出来
しゅったい

し｡あらど 

うしましょうと思っておりま

したが、参加者も最終的に

400 名を超えて、学会員総数 700 余名の所帯の割には、

まずまずの参加があったと胸をなでおろしました。 

 ３日目は、丸々一日学会の垣根を取り払ったオープン

デーにして、嗅覚でヒアリの巣を暴くヒアリ検知犬を訓

練している台湾の会社代表を招いたり、本学海洋底探査

センター長の巽先生に和食はなぜおいしいかをご専門の

地球科学の視点から語っていただいたり、オックスフォ

ード大学とベルリン自由大学からフェロモンと動物行動

の第一人者を招いて講演をお願いしたり、哲学科美学と

歯科の先生に匂いと味にまつわる健康の話をしていただ

いたり、豪華プログラムを用意して、学会員のみならず、

神戸市民や遠方からいらしたオーディエンスに公開し楽

しんでもらいました。 

 本学の学長記者会見の日に連携創造本部の方が投げ込

みで宣伝をして下さったお陰さまで、神戸新聞、ＮＨＫ

神戸が取り上げてくれ、31 名の外部参加がありました

（平日午後にしては上出来です）。 

 味と匂学会などというと、言葉面は、なんだが軟弱に

聞こえますが、まじめな学会です。「味覚・嗅覚に関係が

あるなら、何でも来い！」の学会で、医歯薬、農学、生

物学、化学、神経化学、センサ工学、情報学、心理学、

マーケティング、などなど多彩な参加者の中から、基礎

研究の共同研究プロジェクトや、産学連携や、新規マー

ケット開拓のチャンスが生まれやすい学会でもあります。 

 ただやはり、ヒューマンオリエンテッドの傾向は否め

ず、1977 年に神戸大学理学部生物学科を卒業して大学院

は九州大学へ移ってすぐに入会したのはいいが、40年こ

の方昆虫で実験をしていた私などは、マイナー中のマイ

ナーな存在でした、のに！ なんということでしょう、今

年、学会賞を頂くことになってしまったのです。 

 実は、少なくとも味覚センシングの細胞レベルの研究

は世界的に昆虫が他をリードしてきたのです。基本味の

概念に基づいて特定の味を司るレセプター細胞から特徴

のある神経応答がハエの味覚器から記録されたのは

1954年が最初ですが、これを哺乳類の舌の味蕾で成功さ

せることができたのは、1900年代も終わりの方か、2000

年代に入ってからではなかったか、とにかく、一寸のム 

 

シといえども偉かったのです（…と言いたい）。で、私、

しばらくは、そういう味覚研究をハエと共に続けていま

した。 

 そのうち、アメリカとドイツで、ショウジョウバエの

視覚とガの嗅覚の研究をして帰ってきて、さあ、これか

ら、と思いましたが、簡単に教員ポストにつける訳はな

いので、44 歳で京都工芸繊維大学の助教授になるまで

(九州大学から理学博士の学位をいただいて17年間、神

頼みで髪を切らずにいたら膝まで達してしまいました…

お陰で国際会議では一発で仕事と顔を覚えてもらえまし

たけれど…）神戸大学と大阪大学にたいそうお世話にな

りました。神戸大学の尼川先生、北爪先生、大阪大学の

柴岡先生、松原先生、山中先生、徳永先生、河村先生が

研究生の引受人になってくださいました。 

 日本に PD 制度は定着していなかったので研究生の学

費が要ります。後半は子どももいたので保育園の費用も

大変でした。しかし、紆余曲折はあったものの運よく就

職できた先のボス、山岡亮平先生が名だたるアリ博士で、

それからは急転直下、アリの研究に移るのですが、その

あたりは、この８月25日に化学同人DOJIN選書10周年

のタイミングで出版した「アリ！なんであんたはそうな

のか」という書き下ろし処女作にちゃんと書いておきま

したので是非是非お読み下さい。 

 「ハエの味覚」から「アリの嗅覚」に世界が広がって

も、味と匂学会は実に懐の深い学会で、分子や細胞のミ

クロの世界から、個体や生態系へ縦横無尽に駆けずりま

わりはじめた私の仕事をすべて許容して、むしろ、新し

い方向へのチャレンジとして受け止めていただけての受

賞になったのだと思います（運営委員を９年間務めて何

か役に立ったのかもしれません）。 

 ところで、私は、２年前から日本比較生理生化学会の

学会長になり、２期４年を務め終えたら、ちょうど神戸

大学を退職することになります。その前に、来年は、今

年味と匂学会を開催した神戸で、また、今度はこちらの

学会の大会をお世話することにしようと思っています。 

 学会は研究者を育て、若手は学会に育てられる、そう

いう実感をしみじみ味わっているこの頃、若い方々の成

長を祈りつつ、もう一息なにがしか御恩を返して退場で

きれば、嬉しい…といっても、まだまだ、ヒアリをター

ゲットに環境DNA分析をもくろんだり、シロイヌナズナ

の化学防除作戦の進化の過程を遺伝子操作で遡って昆虫

に遭遇させてみたり、生まれたばかりの赤ちゃんの匂い

を嗅いだ大人の脳がどういう反応をするか、fMRIを使っ

てみたり、自閉症スペクトラムのモデルショウジョウバ

エの疾患を遺伝子操作で回復するかを行動学的に測定し

たりと、やりかけたことやりたいことが一杯あります。 

 学会賞を頂いてもうそろそろ集大成でしょうなどと言

われてる場合やない。なんのなんの興味は尽きるどころ

かいよいよ膨らんで、これはもう仕方がないですね…サ

イエンティストの“やまい”みたいなものだと思ってい

ます。 
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【2016年11月】 

Ⅰ．生物学専攻の末次健司特命講師と在野の植物研究家

の福永氏は、絶滅危惧種の宝庫「椨川」で新種のラン「タ

ブガワムヨウラン」を発見。鹿児島県熊毛郡屋久島町東

部の愛子岳椨川流域と女川流域の低地照葉樹林で、未知

の菌従属栄養性のラン科植物を発見。共に標本を精査し

た結果、この植物はラン科ムヨウラン属のムロトムヨウ

ランに近縁であるものの、唇弁やずい柱といった花の内

部構造が異なることから、ムロトムヨウランと区別でき

ることを明らかにし、本種を新種として記載し、発見場

所の地名を冠して、『タブガワムヨウラン Lecanorchis 

tabugawaensis』と命名。成果は、植物分類学の国際誌

｢Phytokeys」に掲載されました。 

Ⅱ．惑星学専攻の杉岡裕子准教授、東京大学地震研究所、

海洋研究開発機構の研究グループは西之島周辺にて「離

島火山モニタリングシステム」の試験運用に成功。本シ

ステムは、波の力だけで自律的に海面を運航することが

できるウェーブグライダーを用いて、火山監視のために

必要な画像撮影用カメラ、水中及び空中での音波測定に

よる地震・空振観測、火山の山体の崩落等による津波発

生を検知するＧＰＳ波浪計を装備しており、これらの装

置が本システムの西之島周辺の運航中に正常に稼働する

ことが確かめられました。また、リアルタイムモニタリ

ングのために、地震・空振計及び波浪計の測定データを

西之島から1,000 ｋｍ以上はなれた陸のサーバーに、衛
星通信により継続的に伝送することに成功しました。〔防

災・減災に貢献する新システム、実用化に向け加速〕 

【2016年12月】 

 生物学専攻の末次健司特命講師が「科学技術への顕著

な貢献2016（ナイスステップな研究者）」に選定されま

した。同賞は、科学技術に対する夢を国民に与え、わが

国の科学イノベーションの向上に貢献すると評価された

研究者に授与され、過去にはノーベル賞を受賞した天野

浩氏や山中伸弥氏、小惑星「イトカワ」からの岩石採取

に挑戦した無人探査機「はやぶさ」チーム代表、川口淳

一郎氏といった著名な研究者も選ばれています。2016年

は、優れた研究成果、国内外における積極的な研究活動

の展開、研究成果の実社会への還元、今後の活躍の広が

りへの期待等の観点から、今後の活躍が期待される若手

研究者を中心に全国で11名が選定されました。末次特命

講師は「光合成をやめた植物の新種発見と生態解明」が

評価されました。 

【2017年２月】 

 生物学専攻の末次健司特命講師がアルビノ個体を用い

て菌に寄生して生きるランではたらく遺伝子を明らかに

しました。この成果は、Molecular Ecology誌のオンラ

イン版に掲載されました。 

【2017年３月】 

 化学専攻の小堀康博教授、長谷川将司院生らと、名古

屋大学大学院理学研究科の研究グループは独自に開発し 

た「電子スピン分極イメージング法」を用いて、光合成

の水分解反応を行っている「光化学系II複合体」の反応

初期段階で生じる「光電荷分離状態」の立体構造と電子

軌道の重なりの性質を解析することに、世界で初めて成

功。本研究成果は、米国の科学雑誌「The Journal of 

Physical Chemistry Letters」に掲載されました。 

【2017年４月】 

Ⅰ．分子フォトサイエンス研究センターの立川貴士准教

授らと大阪大学産業科学研究所の研究グループは、水素

生成量が１桁増加する光触媒の開発に成功(太陽光によ

る水素製造の実現に新たな一歩)。本研究成果は４月６日

にドイツ化学誌Angewandte Chemie International Edi- 

tion」のオンライン版で公開されました。 

Ⅱ．生物学専攻の末次健司特命講師は、沖縄県の沖縄本

島で２種の未知の菌従属栄養植物を発見し、それぞれ、

「ヤンバルヤツシロラン」、「ツツザキヤツシロラン」と

命名しました。本研究成果は、国際誌「Phytotaxa」にオ

ンライン掲載されました。 

【2017年７月】 

Ⅰ．生物学専攻の末次健司特命講師らの研究グループ論

文がPhyto- taxa誌のオンライン版に掲載されました。

琉球列島において、これまで認識されていなかった木本

植物「リュウキュウサネカズラ」の存在を明らかにしま

した。 

Ⅱ．物理学専攻の髙橋英幸助教､大道英二准教授､太田仁

教授らの論文が日本物理学会誌 Journal of Physical 

Society of Japan の注目論文に選ばれ、日刊工業新聞、

科学新聞に掲載されました。市販のシリコン製メンブレ

ンタイプの嗅覚センサーを使用して低温下でサブミリメ

ーターサイズの結晶の磁気トルク測定に成功。市販のセ

ンサーを用いて1 マイクログラム以下の微小な試料の

磁気的な性質を簡便に測定できるため、様々な研究分野

で広く使用を期待され計測技術として重要性が評価され

ました。 

【2017年９月】 

 内海域環境教育研究センターの兵頭政幸教授を中心と

した多機関からなる研究グループは、78－76万年前に北

大西洋と北太平洋で同時に起こった百年～千年スケール

の急激な気候変化を多数発見しました。その中には、太

陽活動に起因すると思われる周期性を伴う急激な温暖化

が、強い寒冷イベントによって突然停止する現象も含ま

れます。この研究成果はScientific Reportsにオンライ

ン掲載されました。 

【2017年10月】 

 化学専攻の大西洋教授と京都大学の湊丈俊特定准教授

を中心とするリチウムイオン電池についての共同研究が

Journal of Chemical Physicsに掲載され、ハイライト

論文として紹介されました。日本で開発された液中動作

する周波数変調原子間力顕微鏡(FM-AFM)を駆使して、電

極表面に吸着した溶媒分子と、電極に接したために構造

化した溶媒液体の顕微鏡写真を撮ることに成功しました。 

 (詳細は理学研究科ホームページをご覧ください。) 

〔理学研究科ホームページより転載〕 
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      大学院理学研究科・理学部  教員一覧      【2017年11月】  
   

数学科･数学専攻 
Ⅰ．解析数理講座 

教 授 野海 正俊 関数方程式 

 高岡 秀夫 関数解析 

 福山 克司  〃 

 山田 泰彦 複素解析 

准教授 伊藤 健一 関数解析 

 小池 達也 関数方程式 

Ⅱ．構造数理講座 
教 授 齋藤 政彦 代数学 

 佐藤  進 幾何学 

 中西 康剛  〃 

 吉岡 康太 代数学 

 ラスマン 幾何学 

  ウェィン  

准教授 佐治健太郎  〃 

 谷口  隆 代数学 

講 師 森本 和輝  〃 

助 教 三井健太郎  〃 

特助教 光明  新  〃 

 佐野 太郎  〃 

Ⅲ．応用数理講座 
教 授 青木  敏 計算数理 

 太田 泰広 組み合わせ数理 

 高山 信毅 計算数理 

准教授 梶野 直孝 確率数理 

特助教 小山 民雄 計算数理 

 

生物学科･生物学専攻 
Ⅰ．生体分子機構講座 

教 授 尾崎まみこ 分子生理 

 深城 英弘 細胞機能 

 三村 徹郎  〃 

 前川 昌平 情報機構 

准教授 佐倉  緑 分子生理 

 洲崎 敏伸  〃 

 石崎 公庸 細胞機能 

 宮本 昌明(基) 情報機構 

 森田 光洋  〃 

助 教 柏﨑  隼(基)  〃 

特助教 大西 美輪(環) 細胞機能 
Ⅱ．生命情報伝達講座 

教 授 井上 邦夫 形質発現 

 鎌田 真司(Ｂ) 遺伝子機能 

 坂本  博 形質発現 

 菅澤  薫(Ｂ) 遺伝情報 

准教授 影山 裕二(Ｂ) 遺伝子機能 

 横井 雅幸(Ｂ) 遺伝情報 

助 教 岩崎 哲史(Ｂ) 遺伝子機能 

 北川  円 形質発現 

 酒井  恒(Ｂ) 遺伝情報 

特助教 松花 沙織 形質発現 
Ⅲ．生物多様性講座 

教 授 角野 康郎 生態･種分化 

 川井 浩史(内) 進化･系統 

准教授 佐藤 拓哉 生態･種分化 

 坂山 英俊 進化･系統 

 村上 明男(内)  〃 

特講師 末次 健司 生態･種分化 

助 教 羽生田岳昭(内) 進化･系統 

特助教 鈴木 雅大(内)  〃 

 
物理学科･物理学専攻 
Ⅰ．理論物理学講座 

教 授 早田 次郎 宇宙論 

 播磨 尚朝 量子物性論 

特教授 倉本 義夫  〃 

准教授 久保木一浩 物性理論 

 坂本 眞人 素粒子理論 

 園田 英徳  〃 

 西野 友年 物性理論 

特講師 舩島 洋紀 量子物性論 

特助教 野海 俊文 宇宙論 

Ⅱ．粒子物理学講座 
教 授 藏重 久弥(環) 粒子物理学 

 竹内 康雄  〃 

 山崎 祐司  〃 

准教授 越智 敦彦  〃 

 身内賢太朗  〃 

講 師 前田 順平  〃 

助 教 鈴木  州  〃 

特助教 川出健太郎(環)  〃 

 矢野 孝臣  〃 

Ⅲ．物性物理学講座 
教 授 太田  仁(分) 極限物性物理学 

 河本 敏郎 量子ダイナミクス 

 菅原  仁 電子物性物理学 

 藤  秀樹 低温物性物理学 

准教授 大久保 晋(分) 極限物性物理学 

 大道 英二 極限物性物理学 

 小手川 恒 低温物性物理学 

 櫻井  誠 量子ダイナミクス 

 松岡 英一 電子物性物理学 

 
惑星学科･惑星学専攻 
Ⅰ．基礎惑星学講座 

教 授 大槻 圭史 惑星宇宙物理学 

 鈴木 桂子(海) 地質学 

 巽  好幸(海) 岩石学･鉱物学 

 林  祥介 流体地球物理学 

 兵頭 政幸(内) 地質学 

 吉岡 祥一(都) 固体地球物理学 

准教授 岩山 隆寛 流体地球物理学 

 金子 克哉 岩石学･鉱物学 

 高橋 芳幸 流体地球物理学 

 中村 昭子 惑星宇宙物理学 

講 師 瀬戸 雄介 岩石学･鉱物学 

助 教 筧  楽磨 固体地球物理学 

 清杉 孝司(環) 岩石学･鉱物学 

特助教 臼井 文彦(惑) 惑星宇宙物理学 

 樫村 博基(惑) 流体地球物理学 

 平田 直之 惑星宇宙物理学 

Ⅱ．新領域惑星学講座 
教 授 荒川 政彦 実験惑星科学 

 島  伸和 観測海洋底科学 

 牧野淳一郎 計算惑星科学 

特教授 上野 宗孝(惑) 実験惑星科学 

准教授 杉岡 裕子 観測海洋底科学 

 廣瀬  仁(都)  〃 

講 師 山崎 和仁 計算惑星科学 

特講師 松野 哲男(海) 観測海洋底科学 

助 教 保井みなみ 実験惑星科学 

〔注〕特教授：特命教授 特准教授：特命准教授 

    特講師：特命講師 特助教：特命助教 

 
化学科･化学専攻 
Ⅰ．物理化学講座 

教 授 和田 昭英 分子動力学 

 大西  洋 物性物理化学 

 小堀 康博(分) 反応物理化学 

准教授 笠原 俊二(分) 分子動力学 

 枝  和男 物性物理化学 

 木村建次郎  〃 

 立川 貴士 反応物理化学 

特准教授 笹原  亮 物性物理化学 

Ⅱ．無機化学講座 
教 授 持田 智行 固体化学 

 内野 隆司  〃 

 富永 圭介(分) 状態解析化学 

准教授 大堺 利行 溶液化学 

 秋本 誠志 状態解析化学 

 高橋 一志 固体化学 

特准教授 太田  薫(分) 状態解析化学 

Ⅲ．有機化学講座 
教 授 林  昌彦  有機反応化学 

 鍔木 基成  生命分子化学 

准教授 松原 亮介 有機反応化学 

 田村 厚夫 生命分子化学 

 茶谷 絵理  〃 

 津田 明彦 有機分子機能 

特講師 木村 哲就 生命分子化学 

特助教 山本 直樹  〃 

 

連  携  講  座 
[化学：構造解析化学連携講座] 

教 授 岩本 裕之 高輝度光科学 
准教授 杉本 邦久 研究センター 

[化学：理論生物化学連携講座] 
教 授 中嶋 隆人 理化学研究所 

[生物：発生生物学連携講座] 
教 授 倉谷  滋 理化学研究所 
 林  茂生  〃 

准教授 森本  充  〃 

 工樂 樹洋  〃 

[生物：生物制御科学連携講座] 
教 授 河村 伸一 住友化学(株) 
 大和 誠司  〃 

[惑星：惑星地球変動史連携講座] 
教 授 末次 大輔 海洋研究開発機構 

 大橋 永芳 国立天文台 

准教授 野崎 達生 海洋研究開発機構 
[惑星：応用惑星学連携講座] 

教 授 毛利 英明 気象庁気象研究所 
准教授 川畑 拓矢  〃 

(惑)：付属施設 惑星科学研究センター 
特教授 観山 正見 センター長 

教 授 林  祥介 副センター長 

特教授 上野 宗孝  

特助教 白井 文彦  

 樫村 博基  

関連施設 
(環)：先端融合研究環 

(都)：都市安全研究センター 

(内)：内海域環境教育研究センター 

(Ｂ)：バイオシグナル総合研究センター 

(分)：分子フォトサイエンス研究センター 

(基)：研究基盤センター 

(海)：海洋底探査センター   
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理   学   部 卒業者 

168名 (就職他 44名：進学 124名) 

数 学 科 29名 (就職他 12名：進学 17名) 

(株)オースビー   大日本印刷(株) 

(株)オービック   上海数旦情報技術 

(株)セントメディア 塾（自営業） 

ニッセイ情報テクノロジー(株)  教員(5) 

神戸大学大学院 理学研究科(13) 

東京工業大学大学院 理学研究科 

京都大学大学院 理学研究科(3) 

物 理 学 科 41名 (就職他 10名：進学 31名) 

(株)三菱東京ＵＦＪ銀行 

(株)三井住友信託銀行 (2) 

(株)ＩＨＩ機械システム 

  SOLIZE Engineering(株) 

PwCコンサルティング合同会社 

地方公務員            [その他(3)] 

神戸大学大学院 理学研究科(23)､国際協力研究科 

東京大学大学院 理学系研究科 

京都大学大学院 理学研究科(3) 

大阪大学大学院 理学研究科(2)､生命機能研究科 

化 学 科 29名 (就職他 ２名：進学 27名) 

(株)Ｄｏｎｕｔｓ 

パーソルテクノロジースタッフ(株) 

神戸大学大学院 理学研究科(26) 

東京大学大学院 薬学研究科 

生 物 学 科 27名 (就職他 ５名：進学 22名) 

住友商事(株)    (株)ケイ・オプティコム 

大同生命保険(株)  アステラス製薬(株) 

(株)みずほフィナンシャルグループ 

神戸大学大学院 理学研究科(18) 

東京大学大学院 理学系研究科 

京都大学大学院 理学研究科､医学研究科 

        生命科学研究科 

地球惑星科学科 42名 (就職他 15名：進学 27名) 

(株)クラレ  数研出版(株)   阪急電鉄(株) 

(株)ドンク  日本コントロールシステム(株) 

キャノン(株) (株)ワークスアプリケーションズ 

国家公務員(3) 地方公務員     [その他(4)] 

神戸大学大学院 理学研究科(23) 

東京大学大学院 理学系研究科(3) 

京都大学大学院 理学研究科 

 

大学院理学研究科 博士前期課程 修了者 

125名 (就職他 108名：進学 17名) 

数 学 専 攻 23名 (就職他 18名：進学 ５名) 

富士通(株)    富士通テン(株)    (株)野村総合研究所 

ヨドック(株)   情報技術開発(株)   日研トータルソーシング(株) 

(株)紀陽銀行   レバレジーズ(株)   ソフトウェアコントロール(株) 

予備校講師    (株)かんぽ生命保険  国家公務員  教員(6) 

神戸大学大学院 理学研究科( 5) 

物 理 学 専 攻 28名 (就職他 21名：進学 ７名) 

ＴＤＫ(株)    富士通テン(株)    (株)ＫＹＯＳＯテクノロジ 

三菱電機(株)   ダイハツ工業(株)   (株)デンロコーポレーション 

日本電気(株)   (株)村田製作所(2)   ルネサスエレクトロニクス(株) 

三菱重工業(株)  (株)三井住友銀行   旭化成エレクトロニクス(株) 

(株)神戸製鋼所  (株)野村総合研究所  インフォメティス(株) 

(株)メタルアート 三菱スペース・ソフトウェア(株)(2) 教員  [その他] 

神戸大学大学院 理学研究科( 7) 

化 学 専 攻 32名 (就職他 28名：進学 ４名) 

花王(株)   (株)トクヤマ   新日鐵住金(株)  第一工業製薬(株) 

神栄(株)   福伸電機(株)   大日本印刷(株)  マツイカガク(株) 

旭化成(株)  ユニチカ(株)   (株)堀場製作所  サカタインクス(株) 

小林製薬(株) 日本曹達(株)   (株)村田製作所  セイコーエプソン(株) 

(株)イシダ  積水化学工業(株) 住友ゴム工業(株) ナガセケムテックス(株) 

(株)ＶＳＮ  クオルテック(株) アサヒホールディングス(株) 

(株)神戸製鋼所  北陸先端科学技術大学院大学職員  教員   [その他(2)] 

神戸大学大学院 理学研究科( 3) 

大阪大学大学院 理学研究科 

生 物 学 専 攻 26名 (就職他 25名：進学 １名) 

(株)京都銀行  中外製薬(株)  (株)竹中工務店  トヨタ自動車(株) 

(株)ダイヘン  東和薬品(株)  (株)中日新聞社  アストラゼネカ(株) 

住江織物(株)  (株)村上農園  クリハラント(株) (株)ファーマフーズ 

タキロン(株)  パーソルキャリア(株)  ＮＴＴファイナンス(株) 

Visible Body  日本ジェネリック(株)  オリエンタル技研工業(株) 

パレクセル・インターナショナル(株)   (株)アンズコーポレーション 

岡山大学職員  地方公務員(3)                  [その他] 

神戸大学大学院 理学研究科 

惑星学専攻・地球惑星科学専攻 16名 (就職他 16名：進学 0名) 

(株)Ｚ会    太平洋セメント(株)   伊藤忠テクノソリューションズ(株) 

(株)伊藤園   西日本旅客鉄道(株)   三菱スペース・ソフトウェア(株) 

(株)ＳＲＤ   三菱マテリアル(株)   (株)エヌ・ティ・ティ・データ 

倉敷紡績(株)  (株)東研サーモテック  富士通エフ･アイ･ピー(株) 

ジャステック(株)   パナソニックインフォーメーションシステムズ(株) 

国家公務員      地方公務員 

 

 

 

大学院理学研究科 博士後期課程 修了者 (16名) 
数学専攻 ２名 ：沖縄高等専門学校教員     関西設計(株) 

物理学専攻 ２名 ：日本学術振興会特別研究員PD  岡山理科大学教員 

化学専攻 ５名 ：日本学術振興会特別研究員PD  東京大学PD        University of Tanta 

   Integral Geometry Science   アサヒホールディングス(株) 

生物学専攻 ５名 ：京都府立医科大学教員     女子栄養大学教員     神戸大学理学研究科研究員 

  Jhon Innes Center       積水メディカル 

地球惑星科学専攻 ２名 ：神戸大学理学研究科研究員   東京工業大学PD 

   

   理 学 部 卒 業 者 および 大学院理学研究科 修了者進路  【 2016年度 】 



- 30 - 

 

 

 

[ 左から：指導教員、論文題目 ] 

【 数  学  専  攻 】 

福 山 整数値 Markov 連鎖の積が定める列の discrepancy の重複対数の法則 

谷 口 フェルマー予想と志村‐谷山予想 

谷 口 概均質ベクトル空間における軌道指数和：３次の場合 

ラスマン Flight paths as geodesics in Finsler geometry 

中 西 空間グラフの位相的性質 

佐 藤 (2,4)-トーラス絡み目の OU phrase について 

中 西 The palette number 

中 西 A characterization of Alexander polynomials 

山 田 MWL アルゴリズムにおける例外型卓越族の退化 

伊 藤 定磁場が垂直に働く平面に回転電場を印加したときの２体量子散乱について 

高 山 Matrix Factorization と Neural Network の数理及びレコメンダシステムへの応用 

小 池 完全 WKB 解析と位相的漸化式について 

佐 藤 Rearranging Pages in Arc Presentations of Links 

伊 藤 遅れのある Sturm-Liouville 作用素に対する逆問題 

佐 治 ３次元双曲空間内の平坦波面が持つ特異点の不変量 

佐 藤 射影図の鏡像を得る領域交差交換について 

山 田 フロベニウスの理論と q差分方程式 

ラスマン Discrete constant negative Gaussian curvature surfaces 

齋 藤 P1 上の放物接続のモジュライ空間,放物ベクトル束のモジュライ空間,及び幾何学的ラングランズ対応 

中 西 仮想結び目の局所変形 

伊 藤 時間周期的矩形波様磁場内にある量子力学系の時間発展の性質について 

齋 藤 Mordell-Weil 群が有限となる有理楕円曲面の具体的表示 

佐 藤 結び目の交点数による clock number の上限 

【 物  理  学  専  攻 】 

園 田 LIGO における重力波の観測について 

太 田 圧力下強磁場 ESR 装置の開発とルビー蛍光による圧力較正法の応用 

身 内 方向に感度を持った暗黒物質探索実験のための陰イオン 3次元飛跡検出器の研究 

早 田 ダークエネルギーの現象論的説明 

野 海 超流動を用いたダークマターシナリオ 

松 岡 新しい立方晶希土類化合物 Ce6Pd13Zn4 が示す相転移と同型化合物の物性 

早 田 パルサータイミング観測と宇宙論 

菅 原 LaV2Al20 のドハース・ファンアルフェン効果 

藏 重 宇宙線を用いた MicroMEGAS の飛跡測定性能の評価 

河 本 反強磁性体 Cr2O3 における電場誘起磁化のダイナミクス 

身 内 方向に感度のある暗黒物質探索実験におけるバックグラウンドの研究 

大久保 擬２次元反強磁性体 Sr2MnO2Cl2 の強磁場 ESR 測定による研究 

河 本 遷移金属酸化物反強磁性体の超高速分光 

藏 重 LHC-ATLAS 実験 Run-3 におけるレベル 1ミューオントリガーのためのデータ収集システムの開発 

越 智 ATLAS 実験アップグレードにおける MicroMEGAS 検出器の放射線耐性の研究 

櫻 井 ナノカーボン材料の多価イオン照射効果に関する研究 

越 智 抵抗電極を有した MPGD における電荷伝播の研究 

太 田 スピンギャップ系物質 KCuCl3 の圧力下 THz ESR による研究 

播 磨 SmB6 における NQR 周波数と Sm 価数の圧力/位置依存性に関する理論研究 

藤 熱電物質テトラヘドライト Cu12Sb4S13 の NMR による研究 

大 道 カスタムカンチレバーにおける変位検出方式の多種化 

太 田 ペロブスカイト化合物反強磁性体 BiFe1-xCoxO3 の強磁場 ESR による研究 

早 田 重力波メモリー効果 

【 化  学  専  攻 】 

松 原 アルスロボトリシン類の全合成研究 

小 堀 有機半導体のバルクヘテロ接合界面における光電荷解離機構の解明 

小 堀 時間分解 EPR 法によるアントラキノン誘導体－ヒトインスリン複合体の立体構造解析 

富 永 広帯域分光測定による水/ジメチルスルホキシド系の微視的性質とそのタンパク質の構造安定性への影響 

    大 学 院 理 学 研 究 科 修 士 論 文 題 目 一 覧   [ 2016 年度 ]
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秋 本 高濃度二酸化炭素下で培養されたシアノバクテリアの光合成初期過程に関する研究 

津 田 白色発光を含む多色発光特性を有する芳香環架橋ビピロールの創製 

大 堺 O/W エマルジョンにおける膜電位感受性色素の電位依存蛍光スペクトル 

持 田 アルキル基を有する環状配位子を用いた金属錯体系イオン液体の合成と物性評価 

立 川 半導体光触媒反応における構造依存性の顕微分光観測 

立 川 有機金属ハロゲン化物ペロブスカイトの単一粒子発光観測 

木 村 近軸荷電粒子光学システムに関する研究 

津 田 フォトクロミックキノンの光レドックス変換と化学反応への応用 

田 村 芳香族化合物を取り込む自己集合型ペプチドナノチューブの新規分子設計 

秋 本 時間分解蛍光分光法による緑藻の光環境応答に関する研究 

松 原 光応答性 NO ドナーフロキサンの開発とその NO 放出機構の解明 

大 西 ドロマイト結晶成長の原子スケール研究 

鍔 木 Cytochrome b561 ホモログ・SDR2 タンパク質の細胞内局在と分子機能解析 

富 永 広帯域誘電分光測定による水同位体の水素結合ダイナミクス 

内 野 高周波誘導加熱により作製したシリカ系ガラス材料の発光挙動の解析 

林 触媒的不斉ジヒドロキシ化反応を用いた希少糖合成 

津 田 フェニレン架橋ビピロールと金属塩による一次元配位ポリマーの合成 

持 田 サンドイッチ型ルテニウム錯体系イオン液体の熱物性・反応性に対する置換基の効果 

高 橋 含窒素芳香環を有するπ電子受容体の合成と性質 

高 橋 アゾビスフェノレート配位子を持つ鉄錯体のスピンクロスオーバーメカニズムと機能性の開拓 

津 田 ジアリールエテンを組み込んだ光応答性環拡張ポルフィリノイドの創製 

茶 谷 NLRP3 の炎症誘起因子応答に関わる LRR ドメインの構造的研究 

大 西 液中で原子分解能 AFM 観察を可能にする金属酸化物表面処理法の探索 

津 田 溶液の流れに配向する色素分子多量体の開発と機構解明 

松 原 シアノ基の光感受性保護基の開発 

持 田 Chromotropic Ionic Liquids from Metal-Chelate Complexes Bearing Ether Side Chains 

林 二重結合を有するアジリジンの不斉アリル位酸化反応 

【 生  物  学  専  攻 】 

影 山 The Development of an Effective Interactive Website to Promote Public Understanding of Innovating Science:A 

Help for the Learners of iPS cells to Make an Informative Decision 

深 城 シロイヌナズナ側根形成を抑制する TOLS2 ペプチド高感受性変異体の解析 

角 野 外来水生植物オランダガラシの繁殖生態学的研究 

三 村 落葉樹における葉組織物質代謝の季節変動 

森 本 Notch signaling の肺胞における幹細胞能制御 

佐 倉 ハリガネムシ寄生がカマキリの歩行量と脳内アミン量に及ぼす影響 

北 川 大腸菌の細胞分裂に関わるタンパク質 ZipA 及び YciB の解析 

井 上 神経細胞分化に関わる miRNA の同定 

菅 澤 FANCD2 新規相互作用因子の探索と機能解析 

佐 藤 自種密度と落葉流入が外来種ウシガエル幼生の成長・変態に与える影響とそれらが水域生態系に及ぼす効果の検証 

三 村 シロイヌナズナのリン酸濃度応答遺伝子の探索‐実験室と野外の比較 

石 﨑 ゼニゴケの杯状体形成に関係する MYB 転写因子 GCAM2 の同定と機能解析 

小 菅 ツタカラクサ 花の運動 

尾 崎 クロキンバエにおける花香による食嗜好変動の仕組み 

洲 崎 ハリタイヨウチュウの細胞外被殻の構造と形成機構 

森 田 光傷害マウスにおけるネスチン陽性活性化アストロサイトの由来と運命 

洲 崎 ミドリゾウリムシによるセシウムの取り込み機構 

角 野 外来水生植物オオバナイトタヌキモの生態学的研究 

石 﨑 ゼニゴケの無性芽形成を制御する KARAPPO 遺伝子の同定と解析 

佐 藤 捕食者密度の増加に伴う捕食効率の向上：アカハライモリ‐オタマジャクシ捕食‐被食系での実証 

宮 本 分裂酵母 Ypt5(Rab5)エフェクターの探索と候補因子の解析 

坂 山 培養株を用いたシャジクモの生態型の遺伝的基盤に関する研究 

佐 倉 コオロギにおける攻撃性の脳内制御機構が個体の空間占有に及ぼす影響 

井 上 神経細胞でみられる神経 RNA 顆粒の形成機構の解析 

【地 球 惑 星 科 学 専 攻 お よ び 惑 星 学 専 攻】 

兵 頭 千葉セクションにおけるマツヤマ‐ブリュンヌ地磁気逆転 

岩 山 準地衡２層モデルにおける準地衡乱流の波数空間動力学に関する研究 

島 南部マリアナトラフ背弧拡大軸における地形的特徴 

中 村 鉄隕石とその模擬物への衝突クレータリング：クレーター形状の温度・衝突速度依存性と鉄質天体の軌道進化への応

用 
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兵 頭 中国レス堆積物における土壌化起源磁性ナノ粒子の探査 

留 岡 モコイア CV3 隕石マトリックスの短冊状オリビン：コンドリュールの水熱変成による形成 

留 岡 雰囲気制御ガス浮遊システムの開発：コンドリュール組織の再現を目指して 

廣瀬仁 地震活動を考慮した断層すべりの測地インヴァージョン 

兵 頭 High-resolution paleomagnetic secular variation for the last 20 kyr from varved sediments of Fukui-SG14 core 

from Lake Suigetsu 

島 三陸沖における 2011 年東北地震前後の地震活動変化 

留 岡 Kaba CV コンドライトの母天体におけるコンドリュールの変成と崩壊：走査電子顕微鏡による観察 

巽 地殻の密度構造から考察するマグマ噴出量の相違‐IBM 弧と東北日本弧を例に‐ 

岩 山 非線形・非静力学・圧縮性モデルを用いた内部重力波の数値実験的研究 

鈴 木 海を渡った幸屋火砕流の流動・堆積機構：種子島に分布する堆積物に基づく考察 

大 槻 モンテカルロ法を用いた星間化学の数値計算 

兵 頭 中期更新世の大阪湾における軌道‐千年スケールの海水準と環境の変化 

 

 

 
 

 

 

[ 左から：氏名、指導教員、論文題目] 

【 数  学  専  攻 】 

ラスマン An Integrable Systems Approach to Constant Mean Curvature Surfaces and their Singularities 

(平均曲率一定曲面に対する可積分系的アプローチとその特異点) 

野 海 Connection coefficients and monodromy representations for a class of Okubo systems of ordinary differential 

equations (大久保型常微分方程式系のあるクラスに対する接続係数とモノドロミー表現) 

【 物  理  学  専  攻 】 

藤 Nuclear Magnetic Resonance and Surface Impedance Studies of Heavy Fermion Superconductor UBe13 

(重い電子超伝導体 UBe13 の核磁気共鳴および表面インピーダンスによる研究) 

藤 NMR/NQR Studies on Interactions between Multipoles and Conduction Electrons in Pr-Based Caged Compounds 

(カゴ状構造を持つプラセオジム化合物における多極子と伝導電子の相互作用に関する NMR/NQR による研究) 

【 化  学  専  攻 】 

富 永 Vibrational dynamics of solute in hydrogen-bonding liquid studied by nonlinear infrared spectroscopy 

(非線形赤外分光法による水素結合性溶媒中における溶質分子の振動ダイナミクスに関する研究) 

茶 谷 Study on the binding and coloration of iodine to the amyloid fibril structures 

(アミロイド線維構造に対するヨウ素の結合性及び呈色特性に関する研究) 

木 村 高分解能サブサーフェス磁気イメージングシステムに関する研究 

林 Practical synthesis of substituted resorcinols using Pd/C-ethylene system 

(Pd/C-エチレン系を用いた置換レゾルシノール類の実践的合成) 

大 西 金属ドープチタン酸ストロンチウム光触媒の合成と活性評価 

【 生  物  学  専  攻 】 
洲 崎 Analysis of dielectric properties of Euglena gracilis in the 5 kHz to 5 MHz range 

(5 kHz ～ 5 MHz におけるユーグレナの誘電解析) 

井 上 ゼブラフィッシュ始原生殖細胞における生殖顆粒構成因子 Dead end の機能解析 

菅 澤 チミン DNA グリコシラーゼとヌクレオチド除去修復の機能的相互作用の解析 

三 村 Cell-specific analysis of specialized metabolism in Catharanthus roseus 

(細胞別網羅的解析に基づくニチニチソウ二次代謝機構の解明) 

菅 澤 ヌクレオチド除去修復の開始を制御するクロマチン構造動態 

【 地 球 惑 星 科 学 専 攻 】 

大 槻 複雑ネットワーク上の情報流のホッジ分解 

大 槻 On the dynamical evolution and diversity of planetary ring-satellite systems 

(惑星が持つリング-衛星系の力学進化と多様性に関する研究) 

        大 学 院 理 学 研 究 科 博 士 論 文 題 目 一 覧  [ 2016 年度 ]
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くさの会 会長 松田
まつだ

 吉弘
よしひろ

(生物12期) 

 くさの会会員の皆様、お元気でお過ごしでしょうか。 

日頃はくさの会の活動に温かいご理解とご協力をいただ

きありがとうございます。とくに、毎年多くの方々から

いただいているご寄付は、今では同窓会活動を維持して

いくための大切な財源となっており、深く感謝しており

ます。 

 近頃、「科学コミュニケーション」という言葉をよく耳

にします。本年10月28日の第12回神戸大学ホームカミ

ングディにおける理学部企画の一つ、第8回サイエンス

フロンティア研究発表会は、まさにこの科学コミュニケ

ーションという言葉がピッタリの催しでした。この発表

会は、理学研究科の大学院生・学生が日頃取り組んでい

る最先端の“むずかしい”研究成果をポスター発表によ

って私たち理学部OB・OGに“やさしく”解説するという

ものです。 

 今年からは、懇親会場でもある多目的室のゆったりと

した空間に参加者全員が集まり、全発表を同時に進める

という方式に改められました。そのため、これまで以上

に発表会は活気に溢れ、卒業生と在学生との交流もより

一層深まりました。そして、懇親会での優秀ポスター賞

発表は、大いに盛り上がりました。 

 皆様、来年は科学コミュニケーションの場でもあるホ

ームカミンングデイに、お誘い合わせて是非お越しくだ

さい。 

 さて、昨年の本欄では、理学部同窓会の再発足以来は

じめて会費改定をおこなったことをお知らせしました。

お陰様にて、会費収入もほぼ順調に増え、理学研究科や

在学生のための新たな支援に目を向けられる余裕が生ま

れました。そこで、本年５月の理事会において、２つの

新規事業を行うことを決めました。 

 一つめは、グローバルチャレンジプログラム(GCP)への

支援であります。神戸大学では昨年度から神戸GCPが発

足し、理学部でも今（平成29）年度から理学GCPが実施

されるようになりました。理学GCPでは、今年度はフィ

リピン大学（UPLBコース）、中国清華大学（Tsinghuaコ

ース）、シンガポール南洋理工科大学（Nanyangコース） 

 

理学研究科との懇談会にて  (筆者：左から２人目) 

の３コースの募集があり、結果的には５名の理学部１､

２年生が、９月に２～３週間、各大学に出掛けて研修を

しました。 

 くさの会からは、くさだよりに研修報告を書くことを

条件に、研修費用の一部を支援しました。 

 二つめは、理学部実習支援費の創設であります。理学

部で開講している授業科目の中には、学生個人が高額の

経費を負担して参加する野外実習などがあります。学生

が実習等へ参加し易くなるように、参加経費の一部援助

を進めています。 

 現在では、入学時に同窓会費を徴収する学部同窓会が

ほとんどですが、くさの会は、同窓会再建時〔1988（昭

和63）年〕からこの制度を取り入れました。以来、時に

は、入学者のご父兄から、「同窓会費をなぜ入学時に納め

なければならないのか。卒業時に徴収すべきではないか」

とのご意見もいただきました。私たち同窓会役員や理事

にとっては、「入学時の会費徴収」がいつも気になってい

ました。在学生に対して卒業・修了祝賀会やOB・OGによ

る就職説明会を開催したり、この度のような教育支援を

企画したりしたことによって、多少は肩の荷が軽くなっ

たような気がします。 

 おわりに、くさの会に対する皆様のご支援を、今後と

もどうぞよろしくお願い致します。 

く さ の 会 の 館 

会 長 か ら 皆 さ ま へ 
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林 

 
 

東京女子大学 現代教養学部教授 林
りん

 青司
せいじ

 

(前理学研究科 物理学専攻 教授)       

 大変残念なご報告です

が、神戸大学・名誉教授

の位田正邦先生が 2016

年12月26日に兵庫医科

大学病院にてご逝去され

ました。 

 位田先生は、神戸大学

をご退職後いくつかの大

病を患われておられまし

たが、昨年の夏ごろ頂戴

した葉書には ｢医師に適 

度の運動をすすめられて、昔の通勤コースを歩いてみた

ら、とてもなつかしい思いにひたりました」といつもの

丁寧な文字で書かれていて、ご体調が落ち着いておられ

るものと安堵しておりました。しかし、年末に奥様より

悲報を頂戴し、大変驚くと共に真に残念な気持ちでいっ

ぱいでした。 

 先生のご専門は物理学の中の素粒子理論でしたが、研

究面で先生から多大な影響を受けたばかりでなく、先生

の誠実なお人柄を心より尊敬しておりました私共神戸大

学関係者を始めとする全国に広がる縁のある研究者は、

皆一様に大きな喪失感をかみしめております。 

 位田先生は、湯川秀樹博士の最後の頃の非常に優秀な

お弟子さん（“三羽烏”）の一人、と諸先輩方から聞いて

おりましたが、修士課程修了後わずか1年で京都大学理

学部の助手に採用され、その後、東大駒場（助教授）、京

大基礎物理学研究所（教授）を経て1980年に神戸大学に

移られ、阪神淡路大震災の年の春にご退職になるまで15

年ほど神戸大教授を勤められました。 

 震災の時には理学部長の重責を担っておられ、震災直

後交通手段がないとき真っ先に大学に駆けつけられたの

が位田先生でした。学部の長として大変なご苦労があっ

たことと推察いたします。実は、先生は一期目の任期終

了後、選挙により再び二期目の学部長に推挙されたので

すが、二期目の一年目が終わろうとする頃に、当時先生

の研究室の助教授をさせていただいていた私の所にこら

れ、学部長を途中で辞めるつもりだとおっしゃいました。

大変驚き、学部長を辞されて教授として研究室に戻って

下さる様に精一杯慰留に努めたのですが、「学部長を辞め

るには、重病になるか、あるいは退職するしかないんで

す」とおっしゃって１年早く退職されました。もう少し

物理のこと、その他諸々のことでお話を伺いたかったの

ですが大変残念なことでした。 

 常に紳士たる態度で人に接する一方で物理に対する強

い情熱を持っておられ、また高名な物理学者であると同

時に、言語学や民俗学等にも興味を持たれ大変広い教養

をお持ちでした。先頃、そうした先生のお人柄を偲び、

全国の縁のある方々に寄稿をお願いして追悼文集として

まとめましたが、奥様にお送りした所、寄稿して下さっ

た皆様のお気持ち大変嬉しく、と喜んで頂けたのが、せ

めてもの救いです。 

 ここに改めて位田正邦先生のご冥福をお祈り申し上げ

ます。 

 

 

 

 西川
にしかわ

 嗣雄
つぐお

(修物５期) 

 

 齋藤先生（左端の方） 

 

 ｢齋藤祐四郎先生が亡くなられた｣との連絡を同期の山

崎日出男氏からいただいた。先生は私の修士課程におけ

る指導教官であった。 

 私が神戸大学大学院理学研究科修士課程に入学して電

波分光学研究室（当時は神田貞之助教授、山形一夫講師、

神志那良雄助手の３先生と技術職員の戎健男氏で構成）

に配属となったのは、1968(昭和43)年４月で齋藤先生の

御指導を受けることになった。 

 齋藤先生は当時教養部物理学教室の助教授であったが、

研究を電波分光学講座と共同で進められていたこともあ

り、私の指導教官になられたようである。それから３年

間（２年目の前半は私の父が交通事故によって負傷した

ため、家業の継続のために勝手に帰郷。２年目の後半か

ら３年目の初めにかけては「大学紛争」で混乱のため研

究活動の中断。従って実質２年間）、先生に大変お世話に

なった。 

 多分私が入学した前の年に齋藤先生の研究室に新しい

電磁石が導入されたばかりで、核磁気共鳴のパルス法（い

わゆるスピンエコー）を用いた研究を始めるべく準備を

進めようとされていた。私も最初はダブルパルスジェネ

レーターをはじめとする電子回路の製作に明け暮れてい

た。回路の製作は理学部の院生室や実験室で行い、戎氏

をはじめ先輩の伊藤康夫氏や尾高正志氏に色々ご教示を

いただいた。 

 文献輪読（ゼミ）は教養部の齋藤先生の居室（確か２

スパンの広い部屋）で助手の岩田章先生を含めた３名で

行った。文献の各種数式のフォローはもっぱら先生がな

されていたように記憶しており、とにかく懇切丁寧にご 

位 田 正 邦 先 生 を 偲 ぶ 

神戸大学での最終講義 
(1995年3月23日)

齋藤祐四郎先生を偲んで 
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指導下さった。 

 先の回路がほぼ出来上がった頃からは私も教養部の齋

藤先生の部屋に居候させていただいた。教養部では測定

用のクライオスタットへのパルス磁場発生・エコー検出

用コイルの取り付けやパルス磁場発生・エコー検出の動

作確認など、いつも先生と一緒に仕事をさせていただい

た。昼食はいつも教養部の食堂で齋藤先生の同僚の先生

方ともご一緒させていただいた。 

 齋藤先生は教養部の学生たちにも人気があったようで

時々は女子学生たちが先生の居室を訪れていた。先生は

紅茶を学生たちにも時々ごちそうされていた。 

 ある時、先生が後ろを向いておられる隙に学生が先生

の紅茶にウイスキーを大量に追加する（先生は紅茶には

ウイスキーを１～２滴落とされる習慣があった）、という

悪戯を行った。先生はすぐに気付かれ、ニコニコされな

がらその紅茶を私の方に回された。どうも次の時間は先

生の講義があり、その学生たちも受講していたようで

ある。 

 さて、私たちの世代にとっては、「大学紛争」は避けて

通れない出来事であった。教養部は神戸大学内では最も

早く、1969(昭和44)年２月にはバリケード封鎖が始まっ

た。私の突然の帰省とも相俟って齋藤先生のご指導のも

とでの研究活動は一時中断した。私が神戸へ帰ってから

もなかなか先生とご一緒させていただく機会が作れず、

そのうち理学部も封鎖が始まる、という事態になった。 

 この「大学紛争」の間に１度だけ先生が落書きをして

歩く学生たちに対応される場に居合わせたことがあった。

先生は冷静沈着そのもので、真摯にしかも毅然とした態

度で対応されていたことが強く印象に残っている。 

 私が修士課程を修了する際に神戸大学教養部広報委員

会の『「松下講師問題」について―神戸大学教養部紛争の

記録―』という冊子をいただいた。先生は広報委員をし

ておられたのか、先の落書き学生と対応する場面も書き

とめられている。 

 齋藤先生には大変お世話になっておきながら、修士課

程修了後は２、３度しか直接にはお会いしていない。不

肖の弟子は今は全く違う分野の研究をしており、申し訳

ないと思う。40年以上も前のことで断片的な記憶しかな

いが、綴って哀悼の意を表します。 

 最後に、山崎氏が原俊雄先生の協力を得て調べてくだ

さった齋藤祐四郎先生の略歴を記す。 

 

 

 

出身大学 大阪大学理学部化学科旧制19回生 

1954年  助手（理学部・御影） 

1962年  講師（理学部・御影） 

1963年  講師（御影分校：学内措置による教養部） 

1964年 ４月１日 講師 教養部に配置換え 

1965年 １月16日 助教授に昇進 

1971年 ４月１日 教授に昇進 

1992年 ３月31日 定年退職 

 

 
 
 

神戸大学クラブ運営委員 木戸
き ど

 健二
けんじ

 

 

      兵庫県立フラワーセンターにて   （４月13日） 

 神戸大学クラブ（以下KUCという）は神戸大学全学部

の卒業生と教職員のクラブとして設立され、各学部から

の委員により運営されております。現在、理学部の運営

委員は、昨年と同様、西元さん(数学13期)、藤森さん(数

学22期)と私(化学21期)の３名が担当しております。 

 2017年の活動は、１月に「国立大学法人第三期におけ

る神戸大学」と題して武田学長による「新春講演会」に

より始まりました。国際化のプロセスは時間がかかるが、 

海外研修等が必修である国際人間科学部の設置は飛躍の 

契機だと述べ今後の展望を語られました。 

 ４月には見学会として県立フラワーセンターへ行き満

開の桜とチューリップを満喫しました。懇親会は「いこ

いの村はりま」で行いました。 

 ８月には神戸市住宅都市局計画部長三島氏による三宮

駅前の再開発についての講演が行われました。神戸の都

心三宮の未来について語られました。 

 11 月には神戸大学農学部名誉教授中西テツ先生の講

演会を開催。演目は「神戸オリーブ園の歴史とオリーブ

による新しいまちづくり」。明治時代は欧米を模しつつ日

本の近代化を模索した時代といえますがその中で神戸に

オリーブ園が生まれ発展してきました。その歴史と現在

のまちづくりについて話されました。 

 また、KUC には、ゴルフ同好会、英雄を語る会、旅行

会や囲碁クラブなどの定例行事以外の活動もあり、それ

ぞれ活動をしております。 

 なお、神戸大学卒業生のクラブとしては、大阪に「大

阪クラブ」、東京に「東京六甲クラブ」があります。神戸

のKUCとの交流囲碁大会などをしております。KUC会員は

両クラブにおいて会員扱いとなり、施設利用や講演会な

どに参加できます。 

 

齋藤祐四郎先生の略歴 

神戸大学クラブ( K U C )の 活 動 

皆様からの原稿をお待ちして

います。    〔会誌委員会〕



- 53 - 

人と化学をむすぶ会のブース 

 

 
 

ひょうご県内大会連絡協議会委員長 原
はら

 俊雄
としお

 
会   場   風   景 

 今から150年前1868(明治元)年、神戸港は世界に開港。 

海から眺めると東西に50 km余の六甲の山並みは木々に

覆われ緑が綺麗ですが､150年前ははげ山でした。 

 人々は山に木を植え、今、私たちは緑の六甲山を眺め

ています。神戸港は平安時代、宋の国との交易のために

平家の総大将「平清盛」が大輪田泊を造ったことに始ま

り、150年前に近代国家の港として発展し、西から東に、

兵庫港、新港突堤そして摩耶埠頭と造り、中突堤はハー

バーランドとして神戸っ子の憩いの場に、南にポートア

イランド、六甲アイランドを造りました。神戸港開港150

周年を迎えた本年､その地・神戸で2017年科学の祭典を 

開きました。

 
       ス タッ フ の 皆 さ ん (筆者：右から２人目) 

 
8月27日に受付された学生の皆さん 

 
 

  
人 と 化 学 を む す ぶ 会 の ブ ー ス        (写真右側右端：木戸さん) 

 

               ひ ょ う ご 県 内 大 会 会 場        (来場者総数：12,713名) 

豊 岡 会 場  ７月29日(土)､30日(日) 兵庫県立但馬文教府 903名 

丹 波 会 場  ７月30日(日) ショッピングセンター ゆめタウン「ホップアップホール」 1,069名 

東はりま会場  ８月 ５日(土)､６日(日) 兵庫県立東播磨生活創造センター「かこむ」 2,304名 

淡 路 会 場  ８月19日(土)､20日(日) 洲本市文化体育館 920名 

姫 路 会 場   〃 兵庫県立大学姫路工学キャンパス 1,877名 

神 戸 会 場  ８月26日(土)､27日(日) バンドー神戸青少年科学館 5,640名 

「青少年のための科学の祭典ひょうご県内大会」の ご 報 告 
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今年度も神戸

究科・理学部在

ャリア・採用

し、理学研究

･202室で開催

第１回 ２月

自己ＰＲの整

第２回 ２月

理系学生の業

第３回 ２月

｢実践！グルー

｢ OB・OG 交流

下で個別会社説

生13名、院生5

先生方が参加

意義な情報を得

OB・OG の方々

また、ＫＴＣと

動は下記の通

５月22日(月)…

５月12日(金)…

５月26日(金)…

６月12日(月)…

       

2月13日(水)…

       

以下、OB・OG

（業界研究） 

10月20日(金

10月27日(金

11月10日(金

11月17日(金

11月24日(金

12月１日(金

12月８日(金

12月15日(金

 ｢総合建設

今後の予定】 

１月19日(金)

２月16日(金

 ｢総合商社

３月 1日(木

 キラリと

 ～ 企業OB

理学

戸大学工学振興

在学生への就

コンサルタン

究科就職委員会

催しました。 

20日(月)〕 

整理とエントリ

21日(火)〕 

業界・企業研究

22日(水)〕 

ープディスカ

流会」は３月３

社説明と懇親会

50名が参加し

され、大いに

得たことと思

々に深く感謝

とくさの会就

通りです。 

…インターン

…自己PR講座

…自己PR講座

…マイナビに

（インターン

…マイナビに

（理系学生に

リーシート

Gが語るエンジ

金)…｢食品｣ 

金)…｢化学｣ 

金)…｢医療・精

金)…｢電気・機

金)…｢ネット

金)…｢自動車

金)…｢自動車

金)… 

設業・住宅メー

…｢電子部品業

金)… 

社･専門商社等

木)､２日(金)､

光る優良企業

B･OG参加によ

学研究科

興会(KTC)と連

就職支援を進め

ント 武田佳久

会主催の就職

ーシートの作

究の仕方｣ 

ションと集団

３日(金)、右

会が行われ､OB

しました。懇親

に懇談が弾み、

思います。多忙

謝申し上げます

就職支援委員会

ンシップ企業合

座（企業への自分

座（エントリーシ

によるセミナー

ンシップの選考と

による理工系セ

による企業選択の

の書き方） 

ジニアのキャ

精密機器｣ 

機械｣ 

・通信・金融

関連メーカー

メーカー｣ 

ーカー・プラ

業界｣ 

等理系のｾﾝｽを

､3日(土)…  

業合同説明会 

よる理工系就職

･理学部就

連携協力し、理

めて参りした

久氏を講師にお

職支援講座を

作成｣ 

団面接体験｣

右の29 団体の協

B・OG：40名、

親会には就職委

参加の学生達

忙な中を参加

す。 

会共催の就職支

合同説明会 

分らしさの伝え方

シート・面接講座

ー 

と対策） 

セミナー 

のポイントとエン

リアセミナー

融｣ 

ー｣ 

ラント､インフ

を活かす企業編

職ガイダンス

就職委員
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システム
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)パテント・

さの会就

研究科就職委

の会就職支援委

流会」参加企

番号順)

ティ データ

通(株) 

保 険(相) 

工 業(株) 

ロニクス(株) 

製 作 所 

製 鋼 所 

ー(株) 

コ 科 研 

イ・ピー(株) 

気（株） 

ィングス(株) 

エ フ サ ス 

王(株) 

レーション 

芝 

カ

ク ス(株) 

ク ス(株) 

リ 

ッ プ ス 

テ ン (株) 

イ シ(株) 

テ ム (株) 

ス ト (株) 

工 業(株) 

ニケーション 

フトウエア(株) 

リザルト 

就職支援活

委員会 委員

委員会 委員

企業・OBOG参

OB･OG出

竹山 芳恵(生

岩本 清孝(

堀井 俊宏(数

上本 美里(研

杉原 崇康(

富澤  智(

杉浦 隆明(研

奥村 和恵(

緒方  岳(

早川  俊(研

丸山 政克(物

鈴木 雄太(研

藤井 達也(研

岩永 和也(研

中村まゆみ(研

岩佐  奏(研

桑田 豪志(研

石川 陽帆(研

郷原 絵美(研

竹本 強志(研

大城 幸純(研

小林 晴香(工

中蔦 史晴(

山口 晃広(

鹿室  大(研

虹子 靖弘(研

湯口友紀子(研

山下 和人(研

遠藤  剛(経

小室 武明(物

三谷 将哲(物

斎藤 大貴(研

馬場 貴弘(研

青谷 征夫(修

藤田  孝(工

藤谷 和弘(経

長岡 宏樹(研

 山内 智司(研

伊藤 達哉(物

原田 淳之(物

活動のご

員長  青木
あおき

員長 峯本
みねもと

参加者一覧

出席者 

生物 57) 

自数13､数学54)

数学42) 

研化 ７) 

自化 ９､化学50)

自後物26､自物10

研物１､物理55)

自物 ８､物理49)

自物11) 

研後物 ３､研物 

物理43) 

研物 ４､物理58)

研物 ８､物理62)

研化 ４､化学58)

研化 ８､化学62)

研地 ４､地惑34)

研化 １､化学55)

研物 ７､物理61)

研化 ２､化学56)

研物 ７､物理61)

研化 ３､化学57)

工学研究科) 

自物10､物理51)

自数11､数学52)

研地 １) 

研化 ５､化学59)

研化 １､化学55)

研化 ８､化学62)

経営学部) 

物理45) 

物理60) 

研化 ８､化学62)

研地 ６､地惑36)

修物28､物理40)

工学部) 

経営学部) 

研地 ６､地惑36)

研地 ２) 

物理44) 

物理50) 
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期間：2016 年４月１日～2017 年３月 31 日 

【 収 入 の 部 】(単位：千円) 
 事 業 年 度 2016 年度 2017 年度 
  決算 予算 
前年度繰越金(A) 18,100 19,588 

経常収入(B) 5,734 5,605 
(会費収入) (5,730) (5,600) 
(預金利息)[定期] (4) (5) 

寄付金(C) 1,449 1,300 
(会員寄付金) (949) (800) 
(活動協力金) (500) (500) 

卒業式行事支援(D) 115 130 
(支援金) (100) (100) 
(参加費) (15) (30) 

収入合計(B+C+D) 7,298 7,035 

総額 25,398 26,623 

 

【 支 出 の 部 】(単位：千円) 

 事 業 年 度 2016 年度 2017 年度 
  決算 予算 
事務局費 2,309 2,390 
(人件費) (1,377) (1,200) 
(事務費) (219) (250) 
(物品費) (93) (250) 
(通信費) (38) (60) 
(交通費) (407) (450) 
(施設利用費) (175) (180) 

運営費 72 100 
(会議費) (39) (60) 
(郵便振替料金) (33) (40) 

通常事業費 3,428 4,265 
(会誌制作費) (1,574) (1600) 
(会誌郵送費) (366) (400) 
(名簿管理費) (1) (5) 
(ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ管理費) (0) (5) 
(就職支援活動費) (27) (30) 
(外務費) (35) (40) 
(研究科規金寄附金) (200) (0) 
(母校援助費) (300) (500) 
(GCP 支援費) (0) (300) 
(教育援助費) (0) (300) 
(卒業式経費) (662) (670) 
(ﾎｰﾑｶﾐﾝｸﾞﾃﾞｲ支援費) (33) (35) 
(学友会分担金) (110) (110) 
(学科同窓会活動費) (0) (150) 
(科学の祭典援助費) (100) (100) 
(六甲台祭支援費) (20) (20) 

学長を囲む会 0 100 

予 備 費 0 100 

支出合計 5,810 6,955 

次年度繰越金 19,588 19,668 

総額 25,398 26,623 

[注]GCP:グローバルチャレンジプログラム 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

期間：2017 年１月～12 月 

① 理事会 

  ５月 27 日(土)､12 月 ９日(土) 

②理学研究科との懇談会 

  ４月 19 日(水) 

③ 会誌委員会 

 [編集会議]  11 月 10 日(金) 

 11 月 22 日(水)､12 月 ４日(月) 
④ 総務･会計委員会 

 [卒業･修了祝賀会] ３月 24 日(金) 

 [会費納入手続] 

  ３月14日(火)､ 16日(木)､26日(日) 
 [会計監査] ５月 17 日(水) 

⑤ ホームカミングデイ 

 [プロジェクトチーム委員会] 

  ４月 28 日(金)、12 月 １日(金) 

 [理学部・理学研究科実行委員会] 

  ９月 13 日(水)、10 月 11 日(水) 
 [式典、理学部企画] 

 10 月 28 日(土) 

⑥ 理学研究科就職委員会 

 [理学研究科合同会議] 

  １月 ６日(金)､ ５月 30 日(火) 

 [就職支援講座(理学研究科)] 

  ２月 20日(月)､21 日(火)､22 日(水) 

 12 月 ５日(火)､12 日(火)､19 日(火) 

 [OB・OG 合同会社説明会] 

  ３月 ３日(金) 

 [KTC 共催就職支援セミナー] 

  １月 20 日(金)､ ２月 16 日(木) 

  ５月 22 日(月)､ ９月 13 日(水) 

 [KTC キャリアセミナー] 

 10 月 20 日(金)､27 日(金) 

 11 月 10 日(金)､17 日(金)､24 日(金) 

 12 月 １日(金)､ ８日(金)､15 日(金) 

⑦ 学友会 

 [幹事会]  

  ３月 22 日(水)､６月 14 日(水) 

 [常任幹事会] 

  ２月 10 日(金)､５月 30 日(金) 

  ６月 14 月(水)､９月 ４日(月) 

⑧ 神戸大学クラブ(ＫＵＣ) 

 [講演会、行事] 

  １月 26 日(木)､ ４月 13 日(木) 

  ８月 31 日(木)､ 11 月 ９日(木) 

 [運営委員会] 

  ２月 28 日(土)､ ６月 15 日(木) 

 10 月 ５日(木)､ 11 月 30 日(木) 

⑨科学の祭典 [神戸会場] 

  ８月 26 日(土)､27 日(日) 

⑩ 学長を囲む会 

  ９月 23 日(土) 

 
 
 
 
 
 

 
 

2017 年 12 月現在 

会  長 

松田 吉弘 (生物 12 期) 

副会長･事務局長 

兵頭 政幸 (修地 １期､地球 １期) 

副会長･事務局次長 
西元 俊男 (数学 13 期) 

副 会 長  

藤森 陽子 (数学 22 期) 

山崎日出男 (修物 ４期､物理 16 期) 

原  俊雄 (修物 11 期､物理 21 期) 

木戸 健二 (化学 21 期) 

中西 敏昭 (修生 ８期､生物 20 期) 

藤谷 達也 (修地 ２期､地球 １期) 

事務局員 

林  恭子 (化学 27 期) 

奥村公弥子 (地惑 25 期) 

【 総務・会計委員会 】 

中西 康剛 (委員長､修数 14 期) 

藤森 陽子  

山崎日出男 (副委員長) 

樽磨 和幸 (修物 19 期､物理 31 期) 

尾崎まみこ (生物 25 期) 

中西 敏昭 

藤谷 達也 

葛城 一彦 (地球 10 期) 

【 会 誌 委 員 会 】 

西元 俊男 (委員長) 

笠原 俊二 (副委員長) 

 (修化 24 期､化学 36 期) 

吉高  研 (数学 29 期) 

山崎日出男  

木戸 健二  

上畑  滋 (修生 ８期､生物 20 期) 

尾崎 充雄 (地球 10 期) 

【 ホームページ委員会 】 

兵頭 政幸 (委員長) 

森下 淳也 (修物 15 期､物理 27 期) 

斎藤 恵逸 (修化 13 期) 

加藤 誠夫 (修地 １期) 

【外務委員会】 
木戸 健二 (委員長､学友会､ＫＵＣ) 

西元 俊男 (ＫＵＣ) 

藤森 陽子 (学友会､ＫＵＣ) 

峯本  工 (物理 10 期) 

原  俊雄 (学友会) 

中西 敏昭 

【 名 簿 委 員 会 】 
松田 吉弘 (委員長) 

中西 康剛 

大野  隆 (修化 11 期) 

堀江  修 (生物 46 期) 

【 就職支援委員会 】 

峯本  工 (委員長) 

原  俊雄 

高橋 美貴 (修物 14 期､物理 26 期) 

松田 吉弘  

会 計 監 査 
竹内 崇郎 (修化 １期､化学 13 期) 

藤井  寿 (修化 ２期､化学 14 期) 
 

 会 計 報 告 【2016 年度】 活 動 報 告 くさの会役員一覧 

 監 査 報 告 【2017 年度】 

 監査の結果、上記の通り相違ないことを確認しました。 
 
  2017 年５月 17 日         会計監査 竹内 崇郎 
                        藤井  寿 
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一人もいなか

大部分で脊椎
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 太郎（数学
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田 正邦（物理
【 卒業生・修

田 昭代（数学
 圭子（数学

尾崎まみ

関西学

ら連想すること

の「アリとキリ

くる働き者のア

度はやったアリ

けても元通りに

象､また､ニュー

な外来生物のヒ

はアリを共同研

の言葉(フェロ

読み解いてい

なんでそうなの

例えば「クロシ

オオアリを病み

んと、クロオオ

である。」つま

をまとって王子

活を送るらしい

ある北條先生。

に赴任された。

北條先生のゼミ

大学の学生に“

ンケートをした

かった。そもそ

椎動物が大半で

うなもので、昆

どがチラホラで

も触るのが嫌い

い頃のエピソー

篇に「虫愛づる

って蝶になるの

変わりと感じ

を見るのではな

美しさが見える

アリを通してサ

た、著者のリケ

生に大いに参考

来年､同じアン

学生が増えてい

員 】 
数学） 
理） 
理） 
修了生 】 
数学 ２） 

数学26） 

こ著 ア

訃  

学院大学 教授

(修生

とは、 

リギ 

アリ、 

リの 

にな 

ース 

ヒア 

研究 

ロモ 

いる。 

の？”と思う

シジミの幼虫

みつきにする

オアリの王子

り、このチョ

子様待遇を受

い。この謎を

奇しくも今

たぶん、私

ミに入る者も

“動物の名前を

たところ、ア

そもネコ、イ

である。高校

昆虫類として

であった。大

いになってい

ードから、堤

る姫君」とい

のを観察する

じる方もいるだ

なく前身の毛

るという本質

サイエンスの

ケジョとして

考になると思

ンケートをすれ

いると期待し

 
宮本 道子
（修物 １､専

水島賢太郎
中間 芳弘
能勢  晃
廣岡  勝

リの本を紹

 報 

授 中西
なかにし

 敏
とし

生８期､生物20

ことが随所に

虫が仕掛けるト

特製カクテル

子様に化けると

ウの幼虫は王

受け、アリの巣

を解いたのが、

今年、北條先生

私の授業を受け

いるだろう。

を10個あげな

アリを記したも

ヌなどの哺乳

校生のアンケー

てはトンボ、チ

大人になるにつ

いくようだ。

堤中納言物語

いう話を思い出

という内容で

だろう。しかし

毛虫を観察して

質をついた物語

の面白さを学ぶ

ての研究生活は

思われ、授業で

れば､たぶん

している。 

子 
専科物８､物理11

郎（修物７） 
弘（化学 ５）
晃（化学 ５）
勝（修化 ８､化学

紹介します

- 56 -

敏昭
しあき

 

期) 

に書

トリ

ルだ

とい

王子

巣の

著

生は

けた

昨

なさ

もの

乳類

ート

チョ

つれ

（平

出し

であ

し、

てこ

語で

ぶこ

は、

で紹

“ア

 

1）

学19）

 

 
 
 今

然の

いま

この

ご自

れる

て非

とな

をお

 今

毎年

こと

 今

した

て開

した

名ず

その

学生

だき

 さ

学生

まで

 く

ます

熱い

だと

など

すが

共有

 今

しま

お二

誌委

応(流

だき

るこ

た同

 理

さだ

だき

 さ

チャ

載し

の掲

あり

デー

ない

てい

す 

今年も、「くさだ

原稿依頼にも

した皆様のお

「くさだより

身の様子、思

方は、ぜひ事

非常に助かりま

れますよう努

お願いいたしま

今年は東南アジ

年、中国へ行っ

を祈るばかり

今年は４年に一

たので、神戸大

催させていた

たのですが、今

ずつ(２年後か

数に年月を感

生バイトに感謝

ました同期生

て､くさだよ

生、卒業生の皆

で、今年も年内

さだよりに寄

す。様々な原稿

い思いが感じら

思います。私

どの同窓会・同

、古い仲間で

有しています。

今回は私の手配

いました。と

二方の話題と写

委員の方のご尽

流行の言葉：神

、感謝感謝で

とのできるも

同窓諸氏に御礼

理学研究科の先

だより28号を発

ました方々に

て、会員の広

レンジプログ

しています。な

掲載を基本にし

ますのでご了

ータから制作で

い理学研究科・

いただきました

編

だより」を発

もかかわらず、

おかげであり、

り」を読まれて

思い出、心境な

事務局へご一報

ます。｢くさだ

努力してまい

ます。 (修物４

ジアに関する国

っている私と

りです。   

一度の化学科同

大学ホームカ

ただきました。

今回は 1,330

らは35名ずつ

感じたものです

謝！）。案内に対

生にも感謝です

りに原稿をお

皆様、ありが

内発行できそ

(修化2

寄稿くださった

稿を読みなが

られ、同窓会

私も退職後、学

同期会を開催

であれ最近の仲

    (修生

配ミスで編集の

というのは、原

写真がもろカブ

尽力と、執筆い

神対応？)によ

です。今号も母

ものになりま

礼申し上げます

先生方、会員の

発行する運び

に感謝申し上げ

広場に｢くさの

グラム」を利用

なお、会員の広

していますが、

了承ください。

できる紙面、ま

・理学部の行事

た。     

集

発行できました

、快く原稿を

、心より感謝

ておられる皆

などを書いて

報くだされば

だより」がます

りますので、

４期､物理16期

国際情勢が大

しては、うま

  (化学21

同窓会総会を

ミングデイの

。そのために

通となりま

つ）増えてい

す（封入を手

対してメール

す。 

お寄せいただき

とうございま

うです。 

26期､化学36

た皆様、あり

ら、同窓の仲

・同窓生は本

学校・職場・

したり参加し

仲間であれ心

生８期､生物20

の上で少々ご

原稿依頼させ

ブリという…

いただいた先

より、良い内

母校の絆をあ

した。原稿を

す。 (地惑10

の皆様のご協

びになりました

げ、お礼申し

の会｣も支援の

用された方々

広場では卒業

、一部異にし

。今号から各種

また、文面が

事紙面は奥村

  (数学13

後

た。これも、突

を寄せてくださ

謝いたします。

皆様の中で今の

てみようと思わ

ば会誌委員とし

すます皆様の友

原稿のご協力

期 山崎日出男

大変不安定です

まく解決される

1期 木戸健二

を開催する年で

の理学部企画に

に、案内を郵送

した。毎年 3

いくのですが、

手伝ってくれた

ルを寄せていた

きました教員

ました。お陰さ

期 笠原 俊二

りがとうござい

仲間に伝えたい

本当にいいもの

ボランティア

したりしていま

心地よい時間を

0期 上畑 滋

ご迷惑をかけて

せていただいた

…。ですが、会

先輩の寛大な対

内容にしていた

あらためて感じ

を執筆いただい

0期 尾﨑充雄

協力により、く

た。ご協力いた

し上げます。

の「グローバル

々の報告文を掲

業年次と学科順

している紙面が

種表を中心に

があまり変わら

村さんに制作し

3期 西元俊男

記 

突

さ

の

わ

し

友

力

男) 

す。 

る

二) 

で 

に

送

30

、

た

た

員､

さ

二) 

い 

い

の

ア

ま

を

滋) 

て 

た

会

対

た

じ

い

雄) 

く

た

ル

掲

順

が

に、

ら

し

男) 



－　57　－

理　学　部　オ　ー　プ　ン　キ　ャ　ン　パ　ス

数　　学　　科

化　　学　　科

物　　理　　学　　科

生　　物　　学　　科

惑　　星　　学　　科

　理学部では８月 10 日 ( 木 )、高校生の皆さんが、

理学部の教育研究施設・設備あるいは雰囲気などに

直接接することによって、理学部とはどの様なとこ

ろか、どの様な教育研究をしているのか、理学部へ

進学するにはどの様な準備をすれば良いのか等、正

しく認識していただくため、将来の進路決定の参考

になる様にオ－プンキャンパスを下記の内容で開催

しました（午前１回、午後２回）。

　① 各学科の概要説明、施設・設備の見学

　② パネル展示・相談コーナー等の設置

　③ 理学部や自然科学系先端融合研究環の教室や

　　 実験室で、教員や大学院生による概要説明等

以下にその様子をご紹介いたします。



－　58　－

理　学　系　Ｏ　Ｂ　・　Ｏ　Ｇ　に　よ　る　　

参加された企業の皆さん

アサヒホールディングス

カ　ネ　カ

コベルコシステム

住友電気工業

デンローコーポレーション

花　　王

コベルコ科研

シスメックス

大　同　生　命

東　ソ　ー

ＮＴＴデータ

神戸製鋼所

サカタインクス

ソースネクスト

東　　芝



－　59　－

　合　同　会　社　説　明　会

参加された企業の皆さん

メガチップス ルネサスエレクトロニクス

ニ　ト　リ

パテント・リザルト

富士通エフ・アイ・ピー

三菱自動車工業

日本ガイシ

日立製作所

富士通エフサス

三菱スペース・ソフトウェア

トヨタコミュニケーションシステム

日　本　電　気

富　士　通

富士通テン

懇親会の一コマ



－　60　－

数　学　科

化　学　科

惑　星　学　科

物　理　学　科

生　物　学　科

三 年 次 編 入

２ ０ １ 7 年 度

理　学　部

福山副研究科長、荒川副研究科長、鍔木研究科長



－　61　－

博士前期課程　数　学　専　攻

博士前期課程　化　学　専　攻

博士前期課程　惑 星 学 専 攻

博士前期課程　物 理 学 専 攻

博士前期課程　生 物 学 専 攻

博 士 後 期 課 程

入　学　者　ガ　イ　ダ　ン　ス

理学研究科

佐藤、菅原、小堀、鎌田、林 各専攻長



－　62　－

　2017(平成29)年３月24日(金)、2016年度理学

部卒業生、大学院理学研究科修了生を迎え、卒

業・修了記念祝賀会が開催されました。

　卒業・修了生に加え、教員、同窓会員、在学

生で会場は満杯、盛況な祝賀会になりました。

2017年度は2018年３月27日(火)の予定です。

地球惑星科学科

2 0 1 6 年 度
卒業 ・修了記念祝賀会

生 物 学 科

地球惑星科学科

化　学　科

数　学　科

物 理 学 科



－　63　－

博 士 後 期 課 程

博士前期課程　物 理 学 専 攻

博士前期課程　数　学　専　攻

博士前期課程　惑 星 学 専 攻

博士前期課程　生 物 学 専 攻

博士前期課程　化　学　専　攻
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